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序

石見銀山遺跡は､その最盛期に生産された銀が､海外に多 く輸出され､世界経済に

も影響を与えた鉱山の遺跡といわれます｡また､国内においては灰吹法伝来という精

錬技術の先駆的な役割を果たしたことから､日本鉱業技術発祥の地とも称されます｡

現地に足を踏み入れますと､採掘や製錬の跡から生活の跡､取 り巻いている山城､

物流の根幹となった街道､面影を伝える伝統的な町並み､景観を残す港湾など､中世

から近世の銀山の全容を残す遺跡とわかります｡

このような遺跡の重要性に注目され､国の文化財保護審議会で､世界遺産に登録さ

れることが適当と思われる物件の一つに選定されました｡

また､遺跡保護の手だてとした国指定地の範囲拡大に際しては､土地所有の方々の

ご承諾を頂き､同和鉱業株式会社をはじめとする関係各位のご協力を得て､平成14年

3月19日に告示されました｡遺跡を保全する上で心強く思いますとともに､謹んで敬

意を表するものです｡

遺跡を後世に伝えていくためには､保全に努めることはもとより､管理活用の方途

も重要でありますし､遺跡の価値を顕在化するために､調査研究も継続 して行われる

ことが必要と考えます｡

今回刊行いたしましたこの調査報告は､平成11-13年度に実施 した調査に係るもの

で､調査に際 しましてご協力いただきました関係各位に衷心より厚 く御礼申し上げ､

本書が今後の遺跡解明や整備活用などに資すれば幸いに存 じます｡

平成14年 3月

島根県大田市教育委員会

教育長 松 本 陽



例 看

1.本書は､島根県大闇市大森町に所在する史跡石見銀山遺跡の発掘調査概要である｡

2.調査は国庫補助事業として大田市教育委員会が事業主体となり､島根県教育委員会と共同で実施

した｡

3.本書の内容は､平成11-13年度の調査成果のうち､於紅ケ谷地区 (平成13年度)､竹田地区 (平成

11-13年度)についての概要をまとめたものである｡

4.調査体制は下記のとおりである｡
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大田市教育委員会 大圏晴雄 ･遠藤浩巳 ･中田健一

島根県教育委員会 目次謙一 ･松尾充晶 (平成11年度)

鳥谷芳雄 ･守岡正司 (平成12-13年度)

〔調査補助〕坂根健悦 ･今岡司郎

〔遺物整理〕中川英子 ･高村玲子 ･涌井葉子 ･太田洋子 ･湯川 登 ･岩谷和樹 ･山崎明夫

松井妃充 ･石橋直子 ･原 美樹

〔調査指導〕

文化庁記念物課

独立行政法人奈良文化財研究所

島根県教育庁文化財課

島根県教育庁埋蔵文化財調査センター

5.下記の方々から多くのご教示､ご指導を頂いた｡記 して謝意を表すものである｡(敬称略･五十音順)

池田善文･内田俊秀 ･岡 泰正 ･/ト野正敏 ･河瀬正利 ･川副麻理子 ･小池仲彦 ･小泉和子 ･高田 潤
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6,於紅ケ谷地区の調査 (平成13年度)は鳥谷､中田､竹B]地区の調査は､松尾 (平成11年度)寺岡

(平成12-13年度)が中心となって行った｡

7.挿図中の方位は国土調査法による第Ⅲ座標系の軸方位である｡またレベル高は海抜高を示す｡

8.第 1図 ･第2図は国土交通省国土地理院発行の地形図を縮小編集 し､一･部加筆 して使用 した｡

9.本文中に使用 した略号は下記のとおりである｡

SB一建物跡 SD-満跡 SK一土坑 SX-炉跡､特殊遺構

10.本書の執筆は第 1-3章を中EEl､第4-5章を寺岡が担当し､編集は調査員が共同で行った｡

ll.出土資料及び実測図 ･写真などは大田市教育委員会で保管している｡



凡 例

1.遺構 ･遺物図版中における表現は下記の基準で使用している｡

これ以外のものについては､個別に図中に示した｡

〔遺構〕

岩盤 [ = ] 炉壁

黄色粘土 ⊂二コ灰白色粘土 [コ灰色土
カラミ (精錬浮) 黒色土 (炭層)

〔遺 物〕

･図中の▼印あるいは一点鎖線 (図中 †箇所)は施粕範囲の境界を示す｡

肇≡∃…書グ
煤 [コ膜状付着物

2.本書の文中 ｢ズリ｣とは､選鉱工程にて除去される化学的変化に起因しない目的鉱物以外の石を

いう｡｢エリカス｣とは､比重選鉱により除去された砂粒をいう｡
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第 1章 位置と環境

島根県は東西に長 く､日本海に画 して600knl

に及ぶ海岸線を有している｡旧匡Ⅰでは出雲､石

見と烏峡の隠岐の3国からなり､石見銀山は

｢石見国｣の東側いわゆる ｢石東｣といわれる

地域に位置している｡

出雲では､斐伊川をはじめとする河川によっ

て､ややまとまりのある沖積平野が形成されて

いる｡これに比して石見では､江の川や周布川

等の河口近くに平野は認められるが､海岸に至

る山地帯によって沖積平野は広大には広がって

いない｡海岸部に近い山塊群に象徴されること

により､｢石海｣や ｢石美｣あるいは石群に石

見の語源があるともいわれている｡

山陽と山陰を隔てる中国山地の山並みから派

第 1図 石見銀山遺跡位置図 (S-1/150,000)

第 1章 9-



生 した山地帯には､石見南部特有の高原地帯が

ひろがり､断魚渓や千丈渓といった渥布線によ

って急激な高低差を見せる｡加えて三瓶山 (標

高1126m)や大江高LLl(標高888m)などとい

った火山が分布 し､山地帯とその間を縫う河川

によって形成された′J､規模な可耕地や′｣､集落が

多く点在している｡銀山の面影を伝える大田市

大森銀山伝統的建造物群保存地区も､こうした

狭長な河岸段丘上に形成されている｡

写真 1 上空から見た仙ノ山

石見銀山遺跡の中核をなす仙ノ山 (標高538

m)は､大江高山から北へ4km､日本海から直

線距離にして8kmの地点に位置する｡大江高山

は大山火山帯に属 し､前期更新世に活動した火

山といわれ､溶岩 ドームのまとまりからなって

いる｡仙ノ山はこの大江高山火山岩類の分布域

にあり､角硬化火山岩やデイサイトの貫入岩体､

凝灰角硬岩等を鉱脈の母岩とする｡鉱脈には鉱

染鉱床型の福石鉱床､鉱脈鉱床型である永久鉱

床､及びマンガン鉱床という三つの鉱床がある

ことが知られている｡

福石鉱床の鉱石鉱物としては自然銀､菱鉄鉱

を主体として､黄銅鉱などの含鋼硫化鉱物をほ

とんど含まないとされる｡また永久鉱床の鉱石

鉱物は黄銅鉱､黄鉄鉱を主体とし､輝銀鉱､自

然銀などが含まれる｡

石見銀山遺跡はこうした自然地理によって形

成されたものであり､周辺の歴史においても地

形的な要因から石見独特ともいえるような特色

を有 している｡以下に石見銀山周辺の歴史的な

環境を概観してみたい｡

縄文 ･弥生時代では､石東では発掘調査によ

一･一一◎ 第 1章

る資料が乏しかったが､近年の調査によって次

第にその様相が明らかとなってきた｡仁摩町古

屋敷遺跡は､潮川の河岸に形成された遺跡で､

縄文時代晩期～弥生時代前期の遺物が土坑中か

ら一括出土し､貴重な資料となった｡潮川沿い

には他に弥生時代の円形杭列が検出された川向

遺跡が知られる｡大田市鳥井南遺跡は日本海を

望む丘陵上に展開した遺跡で､弥生時代から古

墳時代の竪穴住居跡が多数検出されている｡

9､10世紀代の遺跡では､緑粕陶器が出土し

た仁摩町白石上屋敷遺跡や円面硯の出土した大

田市八石遺跡が注目される｡これらの遺跡は､

中世前期の貿易陶磁をも出土していることに加

えて､河口に近い河岸という立地から､中世海

上交通の存在を予測させるものである｡

こうした海岸部の遺跡の他に､仙ノ山から南

西方向へ約 1knlの地点に位置する白杯遺跡では

古墳時代の住居跡の他に､奈良平安期の建物跡

や木簡が多数出土している｡

平安末期には､石見銀山周辺を包括する大家

荘という大規模な荘園が成立していることが知

られており､その後､中世には石見銀山周辺に

多 くの荘園､国街領が成立する｡南北朝期に

は､周防 ･長門の守護であった大内氏が石見の

守護となるが､応永 ･文明の乱の後に石見守護

職を没収される｡しかし大内盛兄は選摩郡を分

郡として与えられ､この分郡知行は大内政弘の

代にも引き継がれることとなった｡永正 (1504

-1521)段階に至ると大内義興が石見一円の守

護権を取り戻 し､大内氏の支配下のもとに石見

銀山の本格的な開発が行われたといわれている｡

戦国期には大内氏と尼子氏､そして毛利氏と

の間で銀山領有をめぐって争奪が行われ､その

結果多数の城館が周辺に遺されている｡

江戸期に入ると安濃郡と避摩郡､邑智郡は石

見銀山領となって直轄支配され､明治維新後に

は一時大森県が置かれた後に浜田県となり､明

治 9(1876)年には出雲､隠岐､石見からなる

島根県が設置された｡



第 2章 遺跡の概要

第 1節 石見銀山史抄

(1)発見から灰吹法の導入

石見銀山は､延慶 2(1309)年に大内氏によ

って発見されたという伝承が残るが､これを裏

付ける遺構遺物は今のところ確認されていない｡

しか し近年､大森町内の発掘調査によって､

古代の須恵器が知 られるようになった｡須恵器

の製作年代は概ね9世紀頃と考えられ､古代に

は既に銀山周辺において人の足跡が認められる｡

『石見銀山旧記』(以下､｢旧記｣)では発見

から開発当初の様子を､｢生銀を湧 し｣｢山下山

上皆晴々然 として冬山の日白山の雪を踏むがご

とく｣ と記 し､その後 ｢此時迄は地を掘 り間歩

を開 くことを知らざりし故上鉱の鎖を取 り尽 く

し｣ と自然銀採取を記載 している｡

この当初の発見伝承 と､16世紀前半に博多商

人の神屋寿禎 らが行 う本格的な開発 との対比か

ら､神屋 らによる開発を､再開発や再発見 と表

現することが一般的となっている｡

神屋寿禎の開発は､出雲等銅山の山師三島清

右衛門とともに金堀 (穿通子)の吉田与三石衛

門､吉田膝右衛門､於紅孫右衛門らによって､

大永 6 (1526)年 に始めたと ｢旧記｣は伝 え

る｡

銀山山内の発掘調査では､16世紀の様相を示

す遺物や遺構が知 られてきている｡栃畑谷 Ⅱ区

下層確認 トレンチ内のSD02より出土 した遺物

がそれである｡

写真 2 栃畑谷下層確認 トレンチ

遺物の時期は数点を除いて15世紀後半から16

世紀中葉までの範囲内におさまるものであるが

一点､14世紀後半から15世紀初頭の年代観が

与えられる中国製青磁瓶の破片 も出土 している｡

石見銀山の歴史において大 きな画期 となった

灰吹法の伝来は､天文 2 (1533)年 といわれ

る｡｢旧記｣ではこのことについて､｢天文二年

大内復銀山を取返 して ～略～ 此年寿亭博多

より宗丹桂寿 と云 ものを伴い来 り八月五 日相談

し捷 銀 と石 と相雑 ものを銀 と云､を吹落 し､

銀を成す事 を仕出せ り､是銀山銀吹の始 り也｣

とある｡『おべに孫右衛門えんき 一名 銀山

旧記』(以下､｢おべにえんき｣)では､｢白銀吹

き初め候事､天文二年八月十五 日 九州博多よ

り慶寿 と申禅門参 られ吹申候｣ という｡

灰吹法の伝来元である朝鮮半島ではそれ以前

に､銀産統制のもと民間で日本鉛を使った灰吹

法による銀鉱石の製錬が行われてお り､その禁

を犯 した朝鮮人が処罰されたという｡(『李朝実

録』)

先述の博多の商人神屋寿禎は､大内氏の庇護

の元で半島との交易を通 じて技術の導入を試み

たともいわれる｡いずれにしても､灰吹法の導

入により石見銀山の産銀が飛躍的に伸張 してい

くこととなった｡

その例 として､同じく『李朝実録』では､1538

年､｢倭人は銀だけを持ち他のものは持ってこ

ない｣ という記載をはじめ､1542年 ｢倭国で銀

を造 り始めて十年にもならないのに倭銀が我が

国に流布 し､既に魔物 となっている｣ ことや銀

8万両の貿易を日本国王便僧安心が朝鮮に求め

ている記事を伝える｡

中匡Ⅰにおいても､スペイン船､ポル トガル船

によってもたらされる南米のポ トシ銀山産の銀

が流入する前に､福建のジャンクによって日本

の銀が買い付けられたといわれている｡

また､1552年フランシスエコザビエルがロ ド
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リゲス神父に当てた書簡には ｢カステリア人は

この島を銀の島と呼んでいる｣と紹介しており､

日本の産銀の増大が知られる記事である｡

(2)争奪戦と徳川の掌握

石見銀山の争奪戦をめぐっては､これまで

｢旧記｣の記載によるところが大きく､以下に

その概略を述べる｡

享禄4(1531)年/J､笠原が支配｡天文2(1533)

年大内が奪回｡天文6 (1537)年に尼子晴久が

銀山を攻略｡天文8 (1539)年 に大内義隆が

奪匝Ⅰ｡天文 9(1540)年に′｣､笠原が奪うが､実

のところ享禄 4(1531)年から永禄 3(1560)年

まで小笠原が支配｡その後毛利が銀山を取 り､

永禄 4(1561)年に尼子が再び奪う｡

また､｢旧記｣によるものではないが､弘治

2(1556)年に毛利の銀山掌握､永禄元 (1558)

年尼子による銀山奪取､永禄 5(1562)年毛利

による奪回､という説が定着している｡

この通説について､一次史料だけでなく二次

的な史料も傍証として､先に挙げた ｢おべにえ

んき｣の信悪性の高さを説いたうえで､明快に

整理を行っている論者Iiぁる｡

内容として､享禄4 (1531)年､小笠原長徳

が銀山周辺で軍事活動｡天文2 (1533)年灰吹

法の開始､両大工 (於紅を打果した吉田与三石

衛門､吉田藤左衛門の二人)は山口にて ｢御

判｣をうけ､官名を与えられる｡与三石衛門が

大蔵丞､又三郎 (膝左衛門)は釆女丞｡

天文6 (1537)年の尼子による銀山攻略､天

文 8 (1539)年の大内奪回はなかったもので､

天文9 (1540)年の小笠原による奪取も､尼子

による銀山攻撃である｡この年はいわゆる安芸

の吉田郡山合戦といわれる毛利攻めの年であっ

て､敗軍により大蔵丞のみが大工となる｡

その後､尼子の銀山領有は謀反による大内自

害に乗 じた弘治2(1556)年から永禄 5(1562)

年まで､ということである｡

ところで毛利氏は温泉津を直轄地として､銀

山を ｢温泉銀山｣｢銀山温泉津｣と称 した｡ま
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た､幕府と朝廷に料所として寄進､朝廷に対 し

て毎年上納を続けていたという｡詳細な生産高

は不明であるが､｢銀山納所高辻｣(F毛利家文

書j)によれば､毛利氏直納分として 1年間で

都合3万3千貰あまりあったという｡

本能寺の変の後､秀吉は毛利と和議を結び､

その後文禄元 (1592)年､慶長元 (1596)年､

の朝鮮侵略に際して石見銀で大量の石川御公用

銀を造り､その戦費としたといわれている｡

そして､関ケ原の戦の後､石見銀山は徳川氏

の管轄に置かれることとなり､荷分別と甲州流

といわれる鉱山技術によって鉱山経営に長けた

大久保長安を中心とした銀の増産が行われるこ

ととなった｡

発掘調査によって確認されたこの時期の遺構

遺物は以下の通りである｡

平成元年度調査の蔵泉寺口番所跡のでは､Ⅲ

区において表土から30-50cnlのところに方向の

違う右列が検出された｡北東-南西方向に伸び

る右列は､銀山を囲んだ柵列と推定されている｡

遺物は16世紀中頃から19世紀代と幅広 く､整

地層中のものが多い｡同じく平成元年度調査の

植 (上)市場地区では戦国から明治までの3つ

の遣構面を確認､陶磁器の組成などから ｢生産

よりも消費が中心となった商人の ｢町｣に関連

する遺跡｣と推定されている｡

また､平成2年度に調査が行われた大龍寺谷

地区では､17世紀前半が中心ではあるが､16世

紀第3四半期の遺物が出土している｡Ⅲ区では

砦と要石の出土から鉱夫が住んだ建物跡と推定

されている｡また､建物の規模や性格について

は不明な点が多いが､掘立柱建物跡という構造

から鉱山労働者の住居と工房という性格を兼ね

備えていたとも推測されている｡

平成4年度に行われた山吹城下屋敷地区の調

査は､6カ所の トレンチによるもので､字限図

から､現存の高さ10mの長大な石垣及びその西

側平坦地を毛利氏の休役所と推定､第2トレン

チにて確認したところ､礎石を2つ確認｡16世

紀末から17世紀前半の遺物より､戦国期の休
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役所か､江戸時代大久保長安の奉行所と推定さ

れている｡また第5トレンチで炉跡2基を検出

している｡遺物は裏､分銅があり､17世紀初頭

前後から17世紀前半という年代観が陶磁器から

与えられている｡

(3)江戸期の石見銀山

銀山は慶長から寛永期に最盛期を迎える｡な

かでも山師安原備中が開発 した釜屋間歩は毎年

3千600貫の銀を産したという｡

この時期を表象する発掘調査の成果は以下の

とおりである｡

平成元年度調査の向陣屋跡では1.5×3.5mの

トレンチを2カ所設定､掘り下げをおこなって

いる｡土層観察によって明褐色粘土質土が堅く

締まることから､向陣屋に関連する遺構面と考

えられている｡また､多数出土したいぶし瓦の

うち､｢本瓦葺の軒瓦｣が含まれていたことを

根拠に､江戸時代の建物が存在していた可能性

が指摘されている｡

また､平成2年度に調査された蔵泉寺口番所

跡では､16世紀後半から19世紀前半の遺物が出

土｡16世紀第4四半期-17世紀前半の遺物か

ら､番所が江戸時代に入り整地 ･構築されたこ

とを裏付けると評価されている｡

平成3年度に調査された下川原下組地区は､

石銀地区の調査を除けば最も広 く調査された例

である｡遺構は礎石立てによる間口の狭い建物

跡で､炉跡などを伴い近世初頭の銀の精錬所と

みられ､下川原吹屋跡とされた｡また､からみ

の科学分析から､マンガンを多量に含有するも

のがあることが判明､造荏剤としてマンガンが

使用されていたことが確認されている｡

寛永期以降になると次第に坑道が深 くなり､

湧水処理に経費がかかるようになる｡延宝年間

(1673-1680年)になると産銀量は年間約4百

貫に減り､幕末の安政6年にI胡三間30貫と記録

にある｡

江戸期を通 じて奉行 ･1-℃官 ･預 りは59人で､

石見銀山附御料約4万8千石の統治と銀山の管
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理をおこなっている｡

寛政元年､大火の記録が残るが､平成2年度

調査の旧河島家敷地内の遺構は､寛政の大火以

前における江戸時代初頭の建物に関連するもの

とされている｡

｢河島家｣南側の空地で行われたこの調査で

は､表土から50cnlで遺構面を確認､井戸跡､石

組みの柱穴状遺構､右列を検出した｡

また平成 5年から調査が開始された石銀千畳

敷地区､平成8年から調査の石銀藤田地区など

16世紀末から17世紀前半の鉱山の様子が明ら

かになりつつある｡

(4)近代の鉱山開発

明治維新後､石見銀山は太政官布告により地

元に払い下げられ′ト規模な経営が続けられたが､

明治5年 (1872)の浜田沖地震で坑道はほとん

ど水没し､全山休山状態となった｡

明治19年合名会社藤田組が 1鉱区の借区権を

買取 り､翌20年には全鉱区を買取り､仙ノ山南

の銀山部 (本谷鉱区)で採掘が開始された｡こ

の時から大森鉱山となり､鉱山事務所を銀山部

におき､24年からは避摩町相子谷の永久部 (永

久鉱区)に製錬所が建設された｡28年には清水

谷に収銀湿式法による新製錬所が建設され操業

を始めたが､翌29年に良鉱が得られなかったこ

となどにより休止することになった｡開発の中

心は永久部となり､同35年には発電所を建設､

電動式ポンプによる揚水で再び活況を呈した｡

主要産品は銅で､日活 ･日露戦争の軍需景気

に乗 り隆盛をみた明治後期から大正初期には､

相子谷は一大鉱山町に発展 した｡大正 6年

(1917)の大森鉱山の従業員は約700名であった

と記録されている｡しかし第一次世界大戦後の

反動景気により銅価が下落､その上安価な外国

産鋼におされ､ついに大正12年 (1923)6月に

休山に追い込まれた｡

l閉 口16年 (1941)国の援助で再開発をおこな

ったが､同18年山陰地方を襲った大水害によ

り､相子谷は地形が変わるほど土砂が堆積 し､



坑道も水没して再開発は断念され､現在に至っ

ている｡

平成9年度から調査されている出土谷地区で

は､おもに18世紀後半-19世紀半ば頃の製錬施

設を伴う建物跡を検出し､周辺の広い範囲で数

度の地形改変が行われたことが判明した｡

平成10年度から調査されている栃畑谷地区で

は､明治期の製錬関係の建物跡を検出｡16世紀

から近世､近代に至るまで､盛 り土のみでなく､

削平によっても整地が行われていることが判明

した｡

このように､石見銀山は､大森町に遺跡が集

中しているが､他にも､周辺の仁摩町､温泉津

町などを含めた広い範囲に遺跡が分布 している｡

広義の石見銀山遺跡は､こうした周辺の地域を

含めて総称する｡

さて､石見銀山遺跡を構成する要素は､大き

く三つに区分される｡-つが生産拠点と見られ

る銀山地区､二つ目に石見銀山や銀山御料に関

する行政､通商の機能を有 していた大森地区､

および周辺に点在する石見銀山に密接に関わる

関連地区である｡銀山地区を中心に､人々の生

活や銀山の統治に係わる様々な遺跡から構成さ

れる｡遺跡の年代は､中世から近代まで約400

年に及び､重層性､複合性をもつ遺跡の集合体

であることが石見銀山遺跡の特徴のひとつとな

っている｡

第 2節 発掘調査の目的と結果

石見銀山遺跡における発掘調査が開始された

のは前回の石見銀山遺跡総合整備計画策定事業

に伴って､昭和58年度の蔵泉寺⊂卜番所跡推定地

と代官所南地区の調査からであった｡調査の目

的としては ｢拠点地点での遺構確認と保存 ･整

備の資料を得る｣と報告にあるように､ トレン

チによる調査であった｡

調査の結果､代官所南地区で自然石積みと切

石の右列等を検出､近世初頭から幕末に至る肥

前陶磁､地元産陶器が出土 した｡現存する代官

所長屋門とほぼ平行な位置関係にあることと､

天保12(1841)年の代官所絵図から代官所に関

連する建物跡と考えられた｡この調査によって､

石見銀山には確実に比較的良好に遺構が残存 し

ていることが予想された｡

昭和58年以降､発掘調査は以降一時中断した

が､昭和62年に町並みが重要伝統的建造物群保

存地区に選定され､次いで遺跡整備と活用事業

に伴って調査が行われるようになった｡

昭和63年度には初めて山内における採掘地に

近い ｢龍源寺間歩遺跡｣で調査が行われた｡龍

源寺間歩の坑口東側の平坦地 (Ⅰ区)では､第

1遺構面で建物跡2を確認､下層遺構面では建

物跡 1が確認された｡第 1遺構面では建物内に

ピットや ｢炉跡状の土坑｣を検出｡下層遺構面

に至る厚さ40-50clllと報告されている整地土中

には陶磁器類 ･寛永通宝等が出土した｡

下層遺構面では炉状の集石遺構と18世紀代の

陶磁器が出土､他に暗渠状の排水施設と､岩盤

を穿った溜酢伏遺構とピットが検出された｡

坑口西側の平坦地 (Ⅲ区)では､第 1遺構面

で建物跡 1､第2遺構面で建物跡 1､第3遺構

面では岩盤加工遺構が検出されている｡時代は

それぞれ近代､江戸時代､及び戦国期の可能

性､が指摘されるにいたった｡

その後､平成元年度-5年度は､銀山地区と

大森地区でも､集落が現存 している谷部の調査

が中心に行われ､先述のように､中世末から近

世を中心とした遺構を検出し､成果を積み重ね

てきた｡

調査の画期となる仙ノ山山頂近くでの発掘調

査は平成 5年度から開始された｡平成 5-7年

度に調査された石銀千畳敷地区では､谷中央の

遺跡を挟む形で建物跡2棟を確認｡建物内に炉

跡や選鉱施設とみられる土坑等を検出し､精錬

に関する建物 (吹屋)と推定｡さらに下層には

戦匡Ⅰ期に遡る遺構の存在を明らかにした｡

こうした調査結果と､石銀千畳敷地区では遺

物相から､近世前期頃までをピークとしており､

近世後半代や近代の地形改変が認められないこ

とから､非常に良好な状態で銀生産の実態に迫
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りうる成果が予想される｡

石銀地区千畳敷地区の調査成果を契機 とし

て､平成8年度からは島根県教育委員会と大田

市教育委員会との合同調査となり､発掘調査委

員会が組織される｡

平成 8年度から石銀藤田地区の調査を開始､

翌平成 9年度には下層確認 トレンチの戦国期の

遺構面から鉄鍋が出土｡科学的調査の結果､灰

吹きに使用されたことが明らかとなった｡石銀

藤田地区の調査は平成10年度まで継続され､採

掘から精錬までを行っていた状況や､遺構面が

最も多いところで9面あることを確認｡また､

谷の中央に水路を伴った道が整備され､建物が

連続して立ち並ぶ状況が判明した｡

発掘調査委員会では､仙ノ山一体の鉱山遺跡

としての解明を進めるため､石銀地区以外の操

業の拠点となったいくつかの地区のうち､特に

戦国期から開発が始まったといわれる出土谷地

区､栃畑谷地区などで調査を行う必要性が指摘

された｡これをうけて谷部に位置している出土

谷地区は平成9年度から､栃畑谷地区は平成10

年度から調査に着手された｡

併せて､仙ノ山山頂付近の調査も継続して行

われ､平成10年度から於紅ケ谷地区､平成11年

度から竹田地区の調査が継続 して行われている｡

今回報告する於紅ケ谷地区 ･竹田地区は､こ

うした経過によって調査に至ったものである｡

一 第 3節 石銀地区の概要

於定[ケ谷地区 ･竹田地区が位置している場所

は､標高450m以上の仙ノ山山頂に近い高所で､

付近一帯を ｢石銀｣と総称されることがある｡

発掘調査地区名の決定は､基本的に/｣､字名を

採用 し､先の石銀千畳敷南向山は ｢石銀千畳敷

地区｣のように ｢地区｣を付けて略称とした｡

｢於紅ケ谷｣の字名は仙ノ山の山頂でも南東

付近にみられるが､頻度は少ない｡｢於紅ケ谷

地区｣とした今回の調査区北側に ｢於紅ケ谷｣

が認められることから調査区名とした｡

竹田地区は､仙ノ山山頂平坦地群とは地形的

一一◎ 第 2車

に様相が少 し異なる｡谷地形を主にする石銀地

区に対 して､竹田地区は､尾根の削平と造成が

東方向に広がっている｡

平坦地群が比較的まとまっていることから

｢竹田地区｣とした｡

さて､石銀の発掘調査にいたる経緯は前節で

ふれたとおりである｡さらに調査結果から推定

された成果と､付随する石造物調査､併せて文

献史料に関して次に詳述 しておく｡

仙ノ山山頂の平坦地群の石造物は､以下のよ

うな特徴が明らかとなっている｡建物跡が連続

した部分を見渡せる丘陵上や藤田地区の西側平

坦面上には多 くの墓石が点在し､一都まとまっ

た場所が存在することから墓地として意識され

ていたと思われる｡

周辺の石造物調査の結果､古 くは慶長年間

(1596-1615)､新 しいものでは天明 (1781-

1789)がある｡銘文によると ｢逆修塔｣や仙ノ

山に登山した時に供養塔を作るという記載があ

り､すぐに墓石の年号が町の存続年代とは限ら

ないが発掘成果と傾向は同じである｡

(表5 石銀地区年代別石造物集成表)

また､文献史料からは､以下のように捉えら

れている｡文献史料に石銀の名が登場するのは

天正 9年 (1581)で､｢石見銀山納所高注文｣

(『毛利家文書』)に ｢代八十貰いし金口役｣と

あり､慶長 5年 (1600)｢石見国諸役銀請納書

写｣(『吉岡家文書』)には ｢参百五拾枚定石金

ノ酒役年中分｣とある｡万延2年 (1861)高野

山の僧が配札のために大森を訪れた際に持って

いた過去帳を城上神社宮司の上野氏が書き写し

た ｢高野山浄心院往古旦家過去帳姓名録｣(『上

野家文書』)には文禄､慶長から元禄年間の目

付けや姓名とともに､｢石金｣｢石金本谷｣｢石

金ノヒラ｣｢石金小池ノ段｣などと記載されて

いる｡

｢正徳四年甲午覚万覚書｣(1714)の間歩改

めには ｢石銀三十口内休山二十二ロ｣とあり､

操業していたのは八口であったといわれる｡
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第 3章 於紅ケ谷地区の調査

第 1節 調査の経過

平成10年から平成12年までの発掘調査の概要

は､既に F石見銀山遺跡発掘調査概要11』に記

述してある｡今回報告する事項は平成13年度の

調査概要であが､経緯を含めて調査の目的をこ

こで記 しておきたい｡

調査区の調査前現況は竹林で､それを除くと

約20m四方の平坦面が現れ､平坦面上にいくつ

かのマウンド状の高まりが観察された｡また､

円形や長楕円形をした深さ約 1mの窪みなどが

確認されていた｡

平成10年度の調査は､ トレンチを中心に掘 り

下げを行った｡ トレンチの設定箇所は､座標軸

に沿って2×4mの規模で調査区中央に配置｡

これは道が谷の中央を通過して､建物配置の基

準となっていることとを想定したものである｡

掘 り下げの結果､表土直下から部分的に表土

上面に至る層位で右列を検出｡道の遺構と判断

して石列を土手状に残 した状態で､さらに下層

を掘 り下げ｡その結果､表土下約50cmのところ

で､目の珊かなユリカス樵の土層を確認､それ

を除去 し､黄褐色-茶褐色粘賓土を検出｡

この トレンチの他にも､(∋4.5m四方､(∋

7×2m､③2.5×2mの トレンチ三つを設定

し掘 り下げた｡

① トレンチでは､約2m間隔で北東から南西

方向に並ぶ礎石を3つ検出し､建物跡があるこ

とを確認 した｡遺物は概ね16世紀末から17世紀

初頭の陶磁器が中心であったが､上層では19世

紀代に降るものや､17世紀中頃の年代を示すも

のも採取された｡

平成11年度は､建物跡に合致するように調査

区を設定､面的に掘り下げ､建物跡の内容を明

らかにすることを目的として調査を実施｡北東

方向を主軸として南西方向に対 して10mXIOm

の調査区を設定｡前年度設定の トレンチの軸線

を土層観察用の畦として残 し掘 り下げた｡
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前年度検出の石列は､径4m､高さ1m程の

マウンド状に形成された廃棄土の縁辺に位置し

ていた石と考えられた｡幾つかある廃棄土の縁

辺には､帽約 1m程の固く締まった部分が検出

され廃棄土を縫うように道が形成されたと判断

した｡

礎石と考えられていた石は土間面よりも浮い

た状態のものがあったり､1m程の転石である

ことが確認された｡しかしながら､南西側には

半間間隔で並ぶ三列の礎石列が検出された｡土

間面には炭化物の集中する箇所､また粒子の非

常に細かい黄色粘土が堆積する場所の他､拳大

の磯が集中し､周辺に炭片が散乱する箇所等を

確認した｡他に平成11年度の調査では､調査区

端を1m幅で､南西方向に5m､北東方向に3

m拡張し､平坦面の構築方法などを確かめよう

とした｡

平成12年度の調査は､当初､次の計画で着手

された｡

①前年の調査区内の東､西両端に50-70cm帽の

トレンチを設定､この トレンチを二つとも掘 り

下げ､併せて土層断面の検討を行い土間面の状

況を解明する｡

②建物奥側の東西を､それぞれ約2m四方で拡

張して､3列の礎石の範囲を確認する｡

③調査区近辺に位置している二つの間歩の前を

トレンチによって掘 り下げ､間歩の採掘された

時期を把握する｡

調査の結果､平坦面は数度の′｣､規模な盛 り土

を行っており､礎石建物跡も時期差があること

を確認 した｡No.267では､一度採掘され､埋

まっていた鉱脈に対 して再び掘 り返すという

｢再採掘｣を行った跡と判明した｡

三つの トレンチを設定 したNo.49間歩では､

第 1トレンチで採掘跡を残す岩盤を検出｡第2

トレンチで､帽約 1m深さ2m程の商状遺構を

検出｡掘り下げの過程で数度にわたって造成と
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思われる堅徹な面を検出した｡第 1トレンチと

第2トレンチとを結ぶ 1-2トレンチでは､間

歩の関にほFuこ向かって､いくつかの整地面が形

成されており､堆積土や遺構が重複関係にある

とみられた｡その後､平坦面全体の理解を進め

るため､調査区の西側への再拡張､一部遺構の

掘 り下げ､､遺構精査､など調査を継続 した｡

調査の結果､土間面の遺構 として北側では､

エリカスを埋土とする素掘 りの楕円形土坑 1､

石積み施設 1､並列するユリカス埋土の長方形

プランの遺構 2を検出した｡

第 2節 調査の概要

平成13年度の調査目的は､前年に課題となっ

た1-2トレンチの掘 り下げを行うと同時に2

トレンチの南西方向を掘 り下げ､採掘と建物跡

の関連を追究すること｡石垣の北東部分にトレ

ンチを設定するとともに､石集中部分の精査､

掘り下げを行い､平坦面の性格をより明らかに

する｡の2点である｡

調査の結果､以下のようなことが解明された｡

一つに､1-2トレンチでは､湛状に岩盤を

穿たれた跡が検出され､露頭掘と判断された｡

この露頭掘を埋め尽 くすようにして､幾度かの
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土砂の堆積が明瞭に確認された.

建物跡と採掘の関連については､以下のよう

に捉えられた｡平坦面西側が埋められていて､

建物跡に建て替えによる新旧の時期差があるこ

と｡建物の南側斜面と西側斜面に立石の土留め

が施されていること｡土留めの石を埋めるよう

にして､1-2トレンチからつながる液状遺構

が新 しい建物跡に付随していること｡が判明し

た｡

石集中部分の精査では､掘 り下げた トレンチ

内部から岩盤を穿ち､木を立てた遺構が検出さ

れた｡石垣北東部分の トレンチでは石組みの溝

を検出し､平坦面の区画の一端をうかがうこと

ができた｡

この結果を受けて､次の調査方針が検討さ

れ､下層の状況を観察するために岩盤加工の遺

構面について調査を継続 して実施 し､再度判断

されることとなった｡

したがって､平成14年度も調査が行われる予

定であり､今次の報告は､現時点での調査成果

である｡

平成13年度の調査による概略は､遺構を以下

に､遺物は次節に記 しておきたい｡

(1) 1-2トレンチ

北壁の土層図を第5図に示 した｡ トレンチの

壁面に崩落の危険性があったため､上層は図面

作成後に除去を行った｡

前年度に掘 り下げた黄茶褐色土の下にはレキ

の混じる暗褐色土が認められた｡暗褐色土の岩

盤側には無造作に積まれたと見られる石積みが

あり､この石積みによって､ズリの崩落を防い

でいたものと判断された｡

石積みとズリをあわせて除去し､さらに掘 り

下げると､ トレンチ南側で良く締まった暗褐色

を呈する面があり､岩盤側では黄色粘土を検出

した｡サブ トレンチを設定し､黄色粘土を掘 り

下げたところ､岩盤を帽50cnl程度の溝状に穿っ

た跡が検出された｡湛状遺構はその壁面に工具

の痕跡が残 り､露頭堀の跡と判断された｡黄色
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粘土はその露頭掘 り跡に水性堆積 したものであ

ることや､岩盤の南側上場に60cm～1m程の石

が置かれていたことを確認した｡

遺物は､上層で中国陶磁器､胎土日の唐津な

どがある｡土層第8層から､第7図 1が出土し

た｡

(2)下層確認 トレンチ

石集中部分に対 して､石の除去と掘 り下げを

行ったところ､石の集中する箇所の下位からエ

リカスの厚い堆積が検出された｡北側の調査区

壁面の土層観察とあわせて､1.5mの方形区画

について､掘 り下げを行ったところ､約1.5m

下がったところで岩盤加工の遺構を確認 した｡

西側の岩盤はほほ垂直に切 り出され､1.5m下

がったところで平らな面を造作｡さらに穴を穿

って木を立てていた｡

遺物は下層から瀬戸美濃の破片が 1点､南西側

の土層断面下層から､第7図6が出土した｡

(3)トレンチ内水路

下層確認 トレンチから北東方向へ4mの地点

から､帽 1.3m長さ3.5mの トレンチを設定､掘

り下げたところ､地表面から30cm～50cmの深さ

で石積み2列を検出した｡

二つの石積みの間隔は概ね30cmを測り､サブ

トレンチで掘 り下げたところ､締まりの悪い土

が堆積 しており､石積み水路と判断した｡

水路の埋土は粒子の細かい砂状の土が主で､

掘形からの深さ40cmを測る｡水路中からの遺物

として､図示 したもので第7図14-16などで､

他に素焼きの皿2点がある｡

第 3節 出土遺物

第7図 1-5､9､12､19､23は､1-2ト

レンチ内の遺物である｡いずれも上層もしくは

ズリからの出土で､2-4､9は肥前系陶器の

Jm､うち3は貝目である｡19は大鉢で､18世紀

代に降る｡6は下層確認 トレンチ内､土層断面(T_t2)
からの出土で岸岳系唐津､ほぼ完形｡藁灰粕



で､器高4.2cm､底径3.7cmを測る｡17は高台畳
(注3)

付けまで施粕の中国製青磁である｡

10-12は青花｡13は肥前系磁器｡18は陶器の

鉢｡ズリ山中の遺物で､濃茶褐色の胎土であ

る｡8は肥前系陶器で､右横施設の北東土間面

からの出土｡7は西側側拡張部分の土層断面か

らの出土で､瀬戸美濃｡

陶磁器以外の出土遺物は20-23に示 した｡

金属製品は用途が断定 されにくいものの､

20は裏の可能性がある｡

(注1)

原塵三 ｢尼子氏の石見国進出をめぐって 一石見銀山､吾

川 ./ト笠原氏との関係を中心に-｣rIJJ陰史談29｣2000

(往2､3)

佐'hn県立九州陶磁文化館､藤原友子氏､川副麻理子氏のご

教示による｡

l スリ混じり安土
2 茶褐色土 (やや細かい)
3 鴫茶褐色土 (レ幸が混じる)
4 黄色粘土 (水性1催和)
5 讃茶色粘土 (水性地相)
6 昭灰褐色土 (レキまばらに混じる)
7 赤白色土 (よく締まる.白色の粒子を含む)
8 時茶褐色土 (i女物混入)
9 灰茶色粘告土 (炭化物混入)
10 灰無色土 (因<締まる.マンガンの沈苛)
11鴫灰色粘土 (よく鵜まる)
12 鳩褐色土 (よく瀬は 呑.ユリカス含む)
13 無茶色土 (G5)<締まる)

第5図 1-2トレンチ土層図 (S-1/60)

70

60

50

度 40

数30

2010
0

45580m

茶褐色土 (レ幸を多く含む .粒子は細かい)
赤茶色粘白土 (日の細かい土にフひソク状の白色粒子を老人)
黄褐色土 (和子,細かい)
灰1艮色粘田土 (粒子細かい)
茶灰色土 (やや締まる .柘子細机 1)0

第 6図 水路平面図 ･土層図 (S-1/30)

表 1 竹田地区ズリ計測表(D (重量による度数分布)
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第 7図 於紅ケ谷地区遺物実測図 (S-1/3･1/2)



表2 於紅ケ谷地区出土遺物観察表

師匠l#-iI 実測#-iJ 出 土 地 点 牲 別 -2諸 株 法 ili.(cm) 色 調 成形 .調整 .文様 備 考日径 -樵7●rl一r)底径

1 20 1-2トレンチ8屑中 肥前系陶器 灰利川tL 4.6 胎土軸 :,I淡肌色灰色 内而胎土日 .糸切 り

2 1 1トレンチ上層 肥前系陶器 灰剃りm (ll.6)(ll.6)(Ll.4)胎土tLIj二 淡樺色灰色 胎土日,削り高台 反転復元

3 12 1-2トレンチ束ズリ山 肥前系陶器 灰nluL (4.4)胎土 :赤褐色榊 :濃緑色 貝EJ重ね柵み般 反虹復元

4 23 1-2トレンチセクション上層 肥前系陶器 灰利川U. (ll.1) 3.1 (4.2)胎土 :i,'粕 :繰J.程色也 反転復元

5 5 2トレンチ中層 土師-a ′ト晩 (6.6) 2.2 4.i 淡肌色 左周 り糸切 り.内而底部朱色付着

7 2 西拡張区-石壇斜面- セクション内 漸戸 .美濃 灰剃り批 (10.8) 2.1 (6.2)胎土 :淡肌色刺 :=Bq-灰色 見込XEEl剥 .胎土El 反転復元 折線反山

8 3 石撒施設東検出而 肥前系陶器 茄灰制1EIL 4.1 胎土 :赤禍色刺 :灰白色 脂廿rL'1土日.底部三日月台 17C前-中

9 19 1-2トレンチ上層セクション中 肥前系陶常詰 灰利川】L 3.9 胎土 ∴刺 :緑J-非-也也 ETlヨ月詣台 ー内面砂･i]二付糸切り ユ600末-1700初

10 9 H13拡張下層 苛花 咲 (4,5)波青色 反転復元

ll 18 平坦而C3杭付近 背花 llLL (10.2) JJl豹;i二l:IIi:透L白色触 (内)2粂 (外)1粂 反転復元

12 15 1-2トレンチ中層 覇 'E (9.9) 2.7 (6.0)胎土 i.白色 内.外面2条線.砂El反転復元

13 lLt 平坦両C3杭付近 肥前系磁器 ll (5.9)胎土 l灰色 内而 :草花 .2粂線 反転復元

14 ll 水路 前系陶常設 韮灰軸jIlL (5.7) 胎土 i.黄色 胎土El.土見せ高台 反転復元

15 22 *&[=PNQl 肥前系陶器 灰軸大JllL (8.6)

I

16 21 水路中NQ3 肥前系磁器 帆 (12.9) 土 ::逮 2条の染付

17 8 中央右列下層土地 中国青磁 川L (10.8) 3.0 (6.0)胎土 淡 也 もみがら付着 .高台･lll:付まで施制 反転復元

18 4 ズ リ'=f='(作業中) 肥前系約-3芹 灰軸鉢 (15.2) 胎土刺 :慕濃茶褐色白色 反転復元

19 13 1-2トレンチ東ズ リ山 肥前系陶器 大鉢 (10.4)胎土 :赤褐色 内面白土化粧刷毛目文様 反転復元1780-1860年代

伸 実測 ll:t!.土 地 点 種 別 器 種 現存長 帽 I_EJI さ 1 辺 了L 径 _gf.i正 備 考
禰=号 番号 (cnl) (cLn) (cln) (clm) (cm) (r')

20 3 C2-C-262 鉄射品 ノミ状工具 12.5 i.5 1.2

21 2 B3-6-75 鉄製.冗 用途不明 9.4 3×1.3 板状

22 27 南東礎石整地屈 ガラス製.fl!)秤 3.1 直径 1cmー棒状位:径 0.5cm

表3 竹田地区ズリ計測表(参 (形状による度数分布)
45

40

35

30

度25

数20

15

10

50

13579 11 13 15 17 19 21 23 25 27 2931333537 39 4143 45 47 49 51
mo檀

表4 竹田地区ズリ計測表③ (重量と形状の相関)



第 4章 竹田地区の調査

第 1節 竹田地区の概要

(1)調査前の状況

発掘調査 した場所は島根県大田市大森町イ

1616-2の字藤田東向山である｡周辺の小字名

としては ｢横目平｣｢三ツ析平南向山｣｢横目平

南向山｣｢竹田下モノ切南向山｣｢又夢津リ西向

山｣がある｡現状では把握できないが､北側の

谷からⅢ区の北東端を通過し､尾根を越 し､本

谷に通じる道が切図に記載されている｡

調査前の状況は昭和20年代に植林された杉が

径40cm程に成長している他､竹に覆われていた｡

表面観察では採掘の跡として､Ⅰ区南端からⅢ

区にかけては立坑が並び (18-20番間歩)､東

側に延長した斜面にも間歩 (281･282番間歩)

がある｡また､Ⅱ区の北側の斜面下 ･谷部に

一一一一◎ 第4章

も採掘跡 (21･59番間歩)がある｡竹田地区の

南側は急な斜面になり､岩盤が露出し､露頭掘

りの跡がある｡Ⅰ区西端には井戸跡と考えられ

る石組みが残っている｡

(2)周辺の石造物

平成8年度から平成10年度の発掘調査と石造

物調査の連携と相互検討の結果､石造物に記載

されている年号と発掘調査で検出された遺構と

は年代が離れていないことが分かった｡

竹田地区においては平成10年度に分布調査や

銘文調査が行われて､｢墓 Ⅰ東上｣｢墓 Ⅰ東下｣

として報告されているが､平成11年度に発掘調

査に伴い実測調査を行った｡墓 Ⅰ東上群は尾根

上及びその周辺平坦地に位置する｡

第 8図 竹田地区周辺の石造物実測図 (S-1/10)



表5 石銀地区年代別石造物集成表

16

14

12

10

叢 8

6

4

2

0
1590 1601 1626 1651 1676
㌧ ～ 1 ㌧ も

1600 1625 1650 1675 1700

(年代)

尾根上には墓 と考えられるノ｣､盛土があるが､

径や高さなど規格性は少ない｡墓 Ⅰ東下群は竹

田 Ⅰ区の尾根東端及び斜面に位置 し､石造物が

まとまっている｡以下概略を報告する｡

1､2は一石宝医印塔で､上方に反花座を持

ったほぼ方形の基礎に､ 帽の狭い方形の塔身､

大きな隅飾 りや蕨手の巻き上げをもつ笠､刻み

がない九輪部をもつ｡ 1の相輪は宝珠の下と最

下部に請花を造 り出すが､2は宝珠に溝があり､

宝珠下には請花がない｡3､4は一石五輪塔

で､3は縦長の地輸､扇平な水輪､やや大きい

風輪をもつ｡4は中央に線が入る水輸､逆台形

の風輪をもち､全体に直線的である｡5-13は

組合せ宝医印塔である｡5-7の相輪は下部に

請花があり､ほぼ同じ規模であるが､8は請花

がなく､規模 も小さい｡7､10-13の笠は隅飾

りに蕨手の巻き上げをもち､下部に蓮弁を表 し

た請花を持っている｡10は段級 と隅飾 りの境で

割れている｡14の基礎はほぼ方形で､上方に反

花座をもつ｡内部は大 きく決 られている｡表面

に銘文が施 されている｡妃年銘は4が寛永十

(1633)年､14が慶長七 (1602)年である｡

1竹田地区

口他の地区

1701 1726 1751 1776
1 ㌧ ＼ 1

1725 1750 1775 1786

r石見銀山追跡総合調査報告書 第3珊｣1999より作成

第 2節 竹田地区調査の経過

竹田地区は石銀藤田地区と尾根続きの大規模

なテラス群で､付近に露頭掘 りの跡が集中する

ことや墓の形態が古いことなどから銀山開発初

期段階の遺構が存在すると予測された｡

さらに､尾根を削平 して平坦地が形成されて

おり､石銀地区とは違った平坦地利用が考えら

れることから調査候補地となり､平成11年 5月

12日に開催 された第 8回委員会で調査計画が

了承された｡

平成11年度は平坦地を広範囲に伐探 し､もっ

とも広い平坦地 (Ⅰ区)に トレンチ (約110m2)

を設定 し､遺構遺物の確認を行った｡11月11日

の第 9回委員会で指導を受け､引き続き調査を

行うこととなった｡

平成12年度は5月10EIに開催さjlた第10回委

員会にて調査計画が了承され､6月15日から昨

年度の トレンチを拡張する方法で平坦面の調査

を実施 した｡7月27-29日に千葉大学玉井哲雄

教授により建築史的な見地から指導を受けた｡

8月7･8日にEE仲 義昭委員､奈良国立文化財

第 4章一一一一一一･一◎-



研究所 (当時)小池伸彦主任研究官に遺構 ･遺

物の､9月27日に奈良国立文化財研究所 (蛋

時)村上隆主任研究官､岡山大学高田潤教授に

より科学的の見地から､10月16-18日には有田

町立歴史民俗資料館村上仲之氏から肥前系陶磁

器について指導を得た｡10月25日には田中義昭

委員､島根県埋蔵文化財調査センター松本岩雄

課長より指導を受けた｡ 11月2日に第 11回委

員会が開催され､調査状況を報告し､今後の調

査の方向について指導を受けた｡現地説明会は

11月11日に開催 し､約50名の参加があった｡

平成13年度は5月9日に開催された第12回委

員会で平成12年度の調査結果を報告 した上で､

今年度の調査計画が了承された｡5月15日から

調査を開始し､Ⅰ区下層確認 トレンチで確認し

ていた方形炉跡の周辺の掘 り下げと新たな平坦

地の内容確認を実施 し､11月8日開催の第13

回委員会で調査指導を受けた｡現地説明会は

11月18日に開催し､50名の参加があった｡現地

調査は12月20日に終了した｡

調査中の8月 1日には田中義昭委員､島根県

埋蔵文化財調査センター松本岩雄調査第 1課長

11月2日には田中義昭委員､奈良文化財研究

所小池伸彦主任研究官､島根県教育庁文化財課

足立克己主幹､島根県埋蔵文化財調査センター

間野大丞文化財保護主事に現地指導を受けた｡

また､科学的見地から12月25日には奈良文化財

研究所村上隆主任研究官から現地指導を受け

た｡

竹田地区は約 1万 7千m2あり､大小さまざま

な平坦地が約300存在する｡今年度までに調査

した実面積は Ⅰ区は約340.5m2 (内3T31.5

m2)､Ⅲ区は12m2､Ⅲ区は70m2､計422.5m2で､

複数の遺構面が存在する｡

第 3節 平成11年度の調査

竹田地区で一番広い平坦地をⅠ区､一段低 く

北側に位置する平坦地をⅢ区とし､ トレンチを

設定した｡Ⅰ区では表土下20cmで基盤層を確認

し､広範囲に地山を削って､平坦地を形成して

一一◎ 第4章

いることが確認された｡

Ⅰ区北側は盛土によって､平坦面が広げられ

ており､造成土中からは肥前系陶器や青花など

が出土し､平坦地の利用がそのころまでさかの

ぼる可能性が推定される｡発掘委員会でも調査

の継続が了承されたので､ トレンチを面的に拡

張し､さらに､Ⅰ区からⅢ区にまたがる立ち割

り調査を行った｡

第 4節 平成12年度の調査

Ⅰ区ではさらに調査の面積を増やし､平坦地

の状況を確認し､平坦地の使用時期は17世紀中

頃まで肥前系陶磁器が多く､僅かに17世紀後半

の肥前系磁器が存在し､18世紀のものは確認で

きなかった｡表採資料としては19世紀以降の石

見焼が存在 した｡

検出した遺構としては1-9cnlのズリの堆積

した土坑､エリカスが堆積 した土坑､炉跡､炭

化物の集中する場所､熱を受けた場所を確認し

た｡出土品としては陶磁器 (中国製青磁椀､青

花碗 ･皿､肥前系陶器碗 ･皿 ･槽鉢､肥前系磁

器碗 ･皿､備前措鉢 ･壷)､羽口､炉壁､カラ

ミ､鉄釘､碁石､石臼､要石､鉛塊､青銅製品

(小柄､分銅､キセル)､などがある｡さらに､

平坦地の造成年代を確認するため設定した下層

確認 トレンチでは､粘土により45×55cmの方形

に成形され､内部に異色土が堆積 した炉跡を確

認した｡黄色粘土は3つ重なっていた｡狭い ト

レンチであるが､この遺構面を覆う土には肥前

陶磁器を含まず､中国製青花皿や美濃皿しか確

認されておらず､炉跡の時期は16世紀末以前と

考えられた｡発掘調査と連携 して実施 している

科学分析の結果､方形炉跡からは鉛 ･鎌が検出

され骨片も伴うことから灰吹炉の可能性が高い

ことが判明した｡

Ⅲ区では､3つの遺構面を確認した｡最上層

の第 1面は17世紀中頃の肥前陶磁器を含み､Ⅰ

区と同様の18世紀の遺物は出土していない｡第

2面は肥前系陶器を含まず､Ⅰ区第2面以前と

考えられる｡
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第9図 竹田地区 トレンチ ･調査区配置図 (S-1/1,000)

第4章 ◎-



第10図 竹田地区 Ⅰ区遺構配置図 (S-1/300)
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債色粘封土 (均質)
灰憤褐色砂質土 (均質)
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灰茶褐色砂田土 (黄色粘土含む.患い)

灰黄褐色粘胃土 (黒色砂粒含む)
桃褐色砂貿土 (均質.固い)
黒褐色砂封土 (均質.固い)
黄灰褐色粘封土
貴灰褐色砂田土 偶色溢土1-3onの年さが3層入る)
草色粘土 (均質)
黒色粘封土 (均質)
茶褐色砂封土 (均質)
桃掲色砂賀土 (均質)

菜摘色土 (2-5oTl牒含 む )

茶褐色砂肖土
草色粘土 (均質)
茶褐色土 (2-5crn傑含 む)
暗桃褐色粘賀土 (クサリ陳含む)
茶褐色砂国土 (窯色砂層土.互層状にな る )

憤色粘封土 (ウサリ傑含む)

29灰黄褐色粘gZ土 (炭化物含む)
30黄色粘土 (炭化物少し含む)
31B8茶褐色土 (1-3cmの際)
32茶褐色土 (1-3oTlの傑)
33億色粘貿土 (ウサリ傑含む.上面は退梢面)
34黄褐色粘貿土 (ウサリ疎.誘色粘土含む)
35黒色粘貿土 (均封)
36桟色粘貿土 (クサリ傑多く含む)
37暗黄褐色粘賞土 (クサリ傑多く含む)
38灰色砂層 (均田)
39黒色粘貿土 (顔)
40赤褐色粘封土 (煉土)
41茶褐色砂層 (均賀)
42灰色砂層 (均質)
43黒色砂層 (均質)
44茶褐色土 (砂傑多く含む)
45黄褐色粘土 (方形炉十3面鮎沫粘土､ウサリ傑多く含む)
46億黄褐色粘賢土 (クサリ傑多く含む)
47桃色粘土プロ､ソウ
48茶褐色砂質土 (クサリ蝶.傑含む)
49茶褐色土 (砂傑多く含む)
50黒色粘賀土 (庚FF)
51億色粘土
52茶褐色土 (砂傑多く含む)
53時黄灰褐色砂甥土
54黄色粘土
55負灰色粘封土
56茶褐色粘質土

Ⅱ区土 層 図
1確茶褐色粘告土 (策士,締まり悪い.木の巌多く含む)
2時茶褐色砂質土
3黄褐色粘封土 (白色粒子.クサリ傑少し含む)
4鰭貫褐色砂田土 (クサリ傑少し含む)
5茶褐色砂質土 (クサIJ傑少し含む)
6淡灰褐色粘質土 (締まり悪い.ビット埋土)
7茶褐色粘賀土 (締まり悪い.クサリ傑含む)
8時真相色砂層 (飽く碗まる.マンガンバンドか)
9明茶褐色砂質土 (クサリ傑多く含む)
10明茶褐色粘告土 (クサリ傑含む)
11億茶褐色粘封土 (締まり悪い.ビット埋土)
12時黄褐色粘胃土 (クサリ傑含む)
13指貫椅色粘土 (フロック状)
14指茶褐色粘貿土 (炭､黄色粘土含む)
15明茶褐色砂質土 (クサリ傑多く含む)
16赤褐色梅田土 (地山か)
17時茶褐色粘土 (フツロク状)
18明茶褐色砂質土 (クサリ傑少し含む)
19明灰茶褐色粘質土 (クサリ傑多く含む)
20明灰茶褐色粘質土 (クサリ陳多く含む)
21茶褐色粘賀土 (クサリ際多く含む)
22明茶褐色砂質土 (小さいクサリ傑含む)
23茶褐色砂賀土 (クサリ少し含む)

24灰茶褐色粘習土 (クサリ傑多く含む)
25茶褐色粘胃土 (細まリ良軌 クサリ酔あまり含まない)
26指茶褐色粘封土 (締まり悪い)
27黒色粘胃土 (旧安土か)

Ⅰ区NW区北壁土層図
1憎茶褐色粘賀土 (安土)
2明褐色粘質土
3熊褐色炭層
4欝色粘土 (第1三割弗面)
5灰褐色粘賀土 (逮捕埋土)
6茶褐色土 (砂傑多く含む.ズリ含む)
7茶褐色土 (1cm以下の傑含む)
8黄色粘土
9灰褐色粘質土 (炭化物.買褐色花子含む)
10茶褐色砂質土
11明褐色粘質土 (クサリ膜.買褐色粘土含む)
12倍色粘肖土
1388灰褐色砂質土
14灰褐色土 (砂嫌多く含む)
15韓帽色粘質土
16鵡灰褐色土 (砂傑多く含む)
17灰褐色粘貿土 (傑含む)
柑 1層より石垣均賀1-2cm
19買褐色粘貿土 (ウサリ排含む)
20茶褐色土 (砂傑多く含む)

21茶褐色粘貿土
22灰黄茶褐色砂封土
23億色粘土 (フロック)
24黄褐色粘封土 (炭化物含む)
25灰茶褐色砂賀土 (炭化物含む.逮捕埋)
26倍色粘土 (炭化物含む)
27茶褐色粘貿土 (均質)
28茶褐色砂封土 (貫色70ック.炭化物多く含む)
29灰褐色粘貿土 (フロック.クサリ乱 炭化物含む)
30明灰褐色粘封土
31億色粘土 (クサリ傑多く含む)
32時黄褐色砂賀土 (均胃)
33暗茶褐色土 (砂傑多く含む)
34時黄褐色粘貿土
35脂灰褐色粘封土 (黄色フロック含む)
36時灰褐色粘封土 (炭化物.僧色粘土を含む)
37膳灰褐色粘封土 (炭化物.樺色粘土を多tに含む)

28茶褐色砂賀土 (ウサリ陳少し含む)
298音茶褐色粘封土 (クサリ傑多く含む)
30明真相色砂質土 (クサリ牒少ない)
31黄褐色砂質土 (一時表土か､クサリ蝶少し含む)
32淡貢紫色粘封土 (クサリ傑状の軟らかい石含む)
33第紫色粘封土 (フロック状)
34賢褐色砂質土 (3-5oTlクサリ傑少し含む)
35黄紫色粘胃土 (クサリ傑多く含む､固く締まる)
36茶褐色粘質土 (クサリ傑多く含む.固く締まる)
37灰紫色粘貿土 (フロック状)
38黄億色粘質土 (クサリ傑少し含む)
39倍色粘賀土 (クサリ傑なし)
40灰褐色粘賀土
41第褐色粘賀土
42指灰褐色粘賀土
43時灰紫褐色粘貿土 (画く締まる.クサリ際含む)
44暗黄褐色砂田土 (クサリ傑多く含む)
45黒色粘肖土 (lE)安土､退場面上表土化したもの)
46時黄褐色粘質土 (傑多く含む)

47鴫褐色粘貿土 (石垣の表込)
48灰褐色砂質土 (クサリ既を多く含む)
49貿褐色砂質土 (クサリ傑多く含む)
50茶褐色粘質土 (凍含む)
51明桟色粘土フロック (クサリ陳)
52茶褐色粘賀土 (クサリ傑多く含む)

･[
･

7

....

･･･

-

a

-

･

53黄褐色粘賀土

57茶褐色粘貿土 (クサリ傑なし)
58BB灰茶褐色粘質土

55灰褐色土 (傑1071前後.非常にGElい)59絹灰色粘賀土
54時黄褐色粘賀土 56時茶褐色粘質土 60灰貿色粘賃土 (地山り)



第 5節 平成13年度の調査

Ⅰ区では下層確認 トレンチで確認した方形炉

跡の周辺をⅠ区NW区として掘 り下げを行い､

遺構面を4面確認した｡遺構面毎にエリカス堆

積土坑や炉跡などを検出した｡今年度は多くの

製錬関連遺物が出土 した｡酸化マンガン鉱石や

鉛片の他に､土砂をふるいにより選別した結果､

微少なカラミ等も回収した｡遺構としては第3

面で新たに方形炉を確認 し､科学分析を実施し

た｡4面にある方形炉周辺は完全に掘り終わる

ことはできなかった｡

新たな平坦地にトレンチを設定し､Ⅲ区とし

た｡ トレンチ内からはカラミや羽口の他に被熱

土壌や炭化物の分布する場所を確認し､Ⅲ区に

おいても製錬関連作業を行っていることが判明

した｡

第 6節 遺構と遺物

(1)Ⅰ区の調査

Ⅰ区は北側と南側の一部が盛土により造成さ

れ､他は地山を削りだしている｡北側の盛土内

の調査により複数の遺構面が確認された結果､

中央部から南側の地山削り出し部分は複数の遺

構面が重なっていることになる｡それらの遺構

は浅いものがあることから後に削平を受けてい

る可能性がある｡地山部分の遺構は一部しか完

掘しておらず､遺構に伴う遺物も少ない｡地山

部分の遺構は盛土部分のどの道構面と同時代か

という課題が存在するが､今回､詳しい検証を

行っておらず､今後の課題として､今回の報告

では地山部分の遺構はすべて第 1面とした｡

(DI区第 l面

調査区中央から南側にかけては表土下約20cm

の暗茶褐色粘質土が堆積 し､その下に基盤層

(地山)である明穫色粘質土があり､この基盤

層に遺構が存在する｡南側は暗茶褐色砂質土が

帽1.7m､厚さ0.6m以上盛土され､平坦面を

形成している｡Ⅰ区からⅢ区にかけての トレン

チよりⅠ区の構築状況を確認できた｡ Ⅰ区第4

-------⑳ 第4章

面より新しい盛土は部分的にズリヤ砂質土など

多様な土を用いて行われており､場所により厚

さはまちまちである｡厚 さ10cmの所 もあれば

35cmの場所もある｡しかし､第4面を構築して

いる盛土は厚さ220cm以上あり､使用されてい

る土も暗茶褐色､淡黄褐色､黒色等を水平に盛

土している｡この盛土の中に遺構面があるかど

うかは狭い トレンチのため確認できていない｡

第 1両からはやや大きい土坑が9基､満､ピ

ット､要石､炭化物が散布 した場所､被熱土

壌､多数の石材を確認 した｡SK15やSK16

の周辺は聞く､マンガンが沈殿 して硬化 した跡

と思われる｡

【SKOl】

SKOlは内法で南北1.35m､東西1.2m､深

さ43cmを測 り､SKIOを切って造られている｡

SKIOを切っている場所には幅1m､高さ40cnl

にわたり､15-20cmの角標石を3-4段積み､

石の隙間には土が充填されている｡SKOlの両

壁は地山でなく盛土部分であり､何らかの遺構

を切っている可能性がある｡埋土は中央がやや

凹んだ厚 1-2cmのマンガン分が多い異色粘質

土により上下層に分けられる｡上層は黒褐色土

等の粒子の粗い砂層である｡下層は黄もしくは

赤褐色等を呈する砂質系の土で､床面は地山で

粘土は貼られていない｡

【SKO3】

SK03は楕円形を呈し､内法で長径43cm､短

径30cIm､深さ15cmを測り､床には石材を敷いて

いる｡周囲には10-25cmの扇平な石材を平らな

面を上に置いている｡埋土は暗茶褐色粘貿土

で､埋土内からは周囲と同質の石材が2個検出

された｡構築方法はまず､土坑を掘 り､床石を

置いてから周囲の石を置いている｡

【SKO4】

SK04とSK05は調査区西端で一部検出し

た｡SK04は南北90cm､東西30cm以上､深さ15

-20cmを測る方形である｡埋土は茶褐色系のエ

リカスであった｡
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sK-15 南北セクシ]ン ｣L 4515m
1灰褐色砂質土
2黄褐色砂質土 (ウサリ傑含む)
3明黄褐色粘賀土
4灰褐色粘質土
5億色粘賀土 (粘質強くウサリ駿少丘含む)
6億色砂質土 (ユリカス状)
7倍色シルト層

- 4515m
SK-03

.∴ 一'H ; ･ -:l二::
(1-2m程度の傑壁面にはりつく)

- 4518m

~ モ [≡ 9 7 J
SK-04 4明灰茶褐色砂質土

1頁機褐色粘貿土 (粘土) 5時茶褐色土 (荒いユリカス)
2時茶褐色土 (荒いユリカス)6時茶褐色土 (荒いユリカス)
3茶褐色土 (荒いユリカス) 7確茶褐色砂質土 (微細)

LUご

S
寸
J
｢

A′

＼ ー｢琵 琶 ≦ 妄 7｢ 灰褐色砂質土

sK-16 (ユリカス蒜和紙)
1鳴茶褐色砂質土 (ユリカス細かい) 4暗褐色砂質土
Z茶褐色砂質土 (ユリカス微細)

iJT

第4章一一一⑳-

第12図 竹田地区 Ⅰ区遺構実測図(D(S-1/30)



【SKO5】

SK05は南北1.8mを測 り､東西84cm以上､

深さ30-35cmの方形を呈する｡北側は南側より

20cm高くなり､幅34cmのやや大きい石が置かれ

ていた｡北側には石の裏込めと考えられる黄褐

色粘質土があった｡石から南端までの長さは

1.2mの範囲には茶褐色のユリカスが堆積 して

いた｡SK05から帽20-30cm､深さ4cmの瀞が

南に向け伸び､途中で二手に分かれている｡深

さは浅く､削平されている可能性もある｡埋土

はSK05の上層と同じエリカスである｡

【SKO6】

SK06は石で囲われた土坑である｡平面形は

長方形で､内法は長辺32cnl､短辺20cnl､深さ14

cmを測る｡短辺は石材を1個､長辺は一部石材

が確認できないが2個以上を使用している｡埋

土は茶褐砂質土である｡

【SKIO】

SKIOはSKOlにより南西部を切られている

が､南北2.2m､東西1.8m､深さ0.25mを測
(注･l)

り､埋土は1-9cmのズリである｡断面は中央

部がやや高くなり､壁沿いが深くなる｡

【SK15】

SK15は径96cm､深さ32cnlを測る円形であ

る｡壁は被熟し赤褐色に変色 し､固くなってい

る｡両壁には赤褐色に変色 した基盤層の塊があ

る｡埋土は楼色砂質土､黄褐色粘質土､樟色粘

質土､茶褐色砂質土である｡茶褐色砂質土から

は金属鉛が出土した｡

【SK16】

SK16は径70cm､深さ13cmの円形の土坑で､

床は措鉢状を呈 している｡埋土はユリカスであ

る｡北側には幅20cm長さ60cmの範囲にズリが検

出された｡

【SK18】

SK18は径75cm､深さ9cnlの円形の土坑で､

床は橋鉢状を呈す｡埋土はズリの単層である｡

【SK21】

SK21は未掘であるが､帽100cImを測る｡S

D03に切られている｡埋土は灰桃色である｡

-.一･一⑳ 第4章

【SDO3】

SD03はSKOlの西側を南北に走 り､平面形

は釣 り針状を呈する｡断面U字形で､幅45-

75cm､深さ10-17cmを測る｡中からは25cmほど

の石を検出している｡

【その他】

ピットは20-50cmと平面規模に幾つかの大き

さの違いがあり､底に上面が平らな石が置かれ

たものもあった｡

【SXO1-SXO3】

固くなったSXOl～SX03がまとまって検出

された｡楕円形を呈し､SXOlは長径50cm､短

径40cm｡SX02は長径44cm､短径22cm｡SX03

は長径40cm､短径36cmを測る｡

【SXO4】

北東部にはやや広い被熟土壌がある｡東西

2.8m､南北2.0mを測り､周囲からは発泡した

カラミを多数出土した｡

【SXO5】

中央部からは石鉢が検出された｡南北28cm､

東西22cnl､深さ7cmの凝灰岩製の石鉢で､遺構

面に埋められている｡埋土は灰褐色土である｡

Ⅰ区の南側にも平坦面が続いているので遺構

の残存状況を確認するため3Tを設定した｡3

Tからはエリカスの堆積 した土坑SK12､SK

13､SK14を確認した｡これらの土坑は､ほぼ

同じ主軸である｡

【SK12】

SK12は幅0.83m､深さ0.31mを測る｡S

D07により一部切られている｡

【SK13】

SK13とSK14はSD08で切られている｡S

K13は帽1.2m､深さ0.7mを測る｡埋土は暗黄

褐色もしくは黒褐色のエリカスであるが､上層

は斜行 し､下層は水平堆積 していた｡

【SK14】

SK14は深さ0.5mで､エリカスが堆積 して

いた｡

【SDO7】

SD07は幅15-35cIm､深さ12cIⅥを測り､ユリ
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カスが堆積 している｡

【SDO8】

SD08からは竹田地区で新 しい肥前系陶器

(刷毛目)が出土 している｡埋土は茶褐色粘質

土で､SK13と重なっている箇所から灰色の角

磯と凝灰岩の加工された石材が確認された｡

【右列 1】

SK12の南には右列が確認された｡北側に面

をそろえ､4個の石があった｡石は上面が平で､

90cm､厚さ5cmである｡この右列はSK12の上

にはない｡

【その他】

南側で東西に拡張した場所から､ピットと右

列が確認された｡下層確認を行うと黄色粘土の

土間面と上面が平坦な石が検出された｡

Ⅰ区の20番間歩とⅢ区の18､19番間歩の延長

上とトレンチの交点では 土層確認の結果､茶

t 褐色粘質土､暗赤褐色粘質土が大きく落ち込

み､下層の間歩が落盤し上層の土が落ちている

可能性がある｡

(注∠り

ズリについては約500個をサンプリングし､重さ､長さ､ 帽､

厚さを計測した｡(13､15ページ)概説すると表 1は重畳と

度数の関係で3-8gのものが多いことがわかる｡表3は度

数とme催 (厚さ/(長さ×帽))の関係である｡表4は重最

とnle値の関係である｡よく似た形､重さであることがわか

る｡なお､ズリの中には鉱脈と考えられるものも含んでいた｡

(∋Ⅰ区第 2面

平成11年度に実施した下層確認 トレンチを広

げるため中心の基準杭から北西方向のグリッド

(NW区)を3×10mの範囲を掘 り下げた｡第

1面で確認したSK15については南側半分は地

山であったので掘 り下げず北側の盛土部分を掘

り下げた｡

調査区に直交するようにSDIOやSK19を検

出した｡それに平行するように右列を確認した｡

さらに､北側にはズリが堆積 したSK20や炉跡

ではSXO9-SXllなど多 くの遺構を確認 し

た｡

【SK20】

SK20は長径140cm､短径130cm､深さ7cmの

一一⑳ 第4章

楕円形の措鉢状の土坑である｡壁には長さ15

cm､ 幅12cmの凝灰岩片があり､上面には金属片

が付着していた｡金属は水滴のようにポタポタ

落ちたような状況であった｡埋土は1-5cmの

ズリが堆積 していた｡ズリ内からは分銅が出土

した｡石に付着 した金属片の科学分析の結果マ

ンガンを多 く含んでいることがわかった｡

【SK22】

SK22は右列の北側に位置し､明確な土坑は

検出できなかったが､10-20cmの石が南北60

cm､東西45cmの範囲に集積され､その中に要石

があった｡

【SD12】

石列は2粂確認でき､直線的な面は内側を向

いており､右列により幅20cmの湛状を呈 してい

た｡石は南側で7個､北側で7個確認でき､13

-40cmが 1段積んで並んでいる｡一番東側の石

は上面が平で礎石とも考えられる｡右列は調査

を下層の調査を行っていない東側にも続いてい

る｡埋土は黄色粘土である｡

【SXO8】

SX08は南北55cm､東西は下層確認 トレンチ

で詳しくは不明であるが現状で30cmを測る｡方

形に灰黄色粘土が厚さ6cm堆積 していた｡

【SXO9】

SX08に隣接 し､SX09が存在する｡長径

81cm､短径60cm､深さ21cmの楕円形の土坑で

ある｡北側には南北25cm､東西55cm､範囲に炭

化物が堆積 していた｡複雑な土層で､炭化物､

黄褐色粘質土､エリカスがある｡黄褐色粘質土

層からは羽口も検出した｡

【SXIO】

SXIOは南側がやや円形を呈 し､北側に湛状

の窪みが付属する｡全長60cm､南側の円形部分

の径は25cnl､深さ8cnl､構状窪みは帽14cnl､深

さ6cmを測る｡壁面は黒褐色になり固い｡埋土

は灰褐色｡SX08からSXll周辺には炭化物が

広がっていた｡

【SXll】

SXllは径24cm､深さ7cmの円形を呈する｡
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SD -10A-A'
1茶褐色砂層
2 斡掲色砂層
3灰褐色砂fii
4灰褐色砂届 (3よりやや諾い)
5鞍手笥色粘宰弓土
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8茶褐色砂層

45110m

-･∴___二∵･一
SK- 17
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1灰黄褐色粘質土 (ウサリ腺.白色粒子多く含む

炭化物多く含む)

2日菖灰褐色粘賀土 (炭化物少し含む)
3時黄褐色粘賀土 (白色粒子､1cm傑含む)
4明黄褐色粘質土 (白色粒子多く含む)
5黄色粘質土

6暗黄褐色粘賀土 (白色粒子多く含む)
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供褐色粘国土 (炭化物含む臥＼) 7茶褐色粘胃土 (転子XB机＼)
茶褐色砂質土 (クサリ摸含む臥､) 8銀色砂質土 (網 色粘貿土･白色花子含む)
茶褐色砂田土 (クサリ牌含む.臥1)9甜色砂田土
茶褐色粘田土 (花子細かい) 10灰褐色砂田土
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1黒色砂層 (1cm未満の牒少し含む)
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2
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-
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-
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票謁宝器買主 15 器蒜岩蒜呈⊥ ､臥
黒褐色粘質土 (炭化物層)
灰億色粘fS土
淡桃色粘貿土 (白色､黄色粒子多く含む)
渦黄色粘土
赤褐色粘土 (固く締まる.炉壁か?)
茶褐色土 (牒含む)
黒灰色粘貿土 (粉炭層)
茶褐色砂質土 (ユリカス層)
鴇灰色士 (ユリカスに炭 化物含む)
灰色砂質土 (ユリカス層)

- 4507m
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12 暗褐色砂質土 (固く締 まる)
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SX-12
1茶褐色砂質土 (流人土)
2黄色粘土
3黒色粘貿土 (炭層.黄色粘土含む)
4桃色粘貿土
5窯色砂質土

1m
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壁面は固 く､炭化物が付着 していた｡埋土は黄

褐色粘質土である｡

【SX12】

SX16は､要石が土間面に埋め込まれいる｡

石の周辺は幅6cImや石の下も赤褐色に変色 して

いる｡

(彰Ⅰ区第 3面

第2面の整地土は桃褐色砂質土や茶褐色粘賓

土など場所により異なり､2両と3両は約10cnl

Lか盛土はなかった｡ しかし､炭化物層を挟ん

でお り､これにより2面 と3両を区別できた｡

3面は畢色土下にきれいな桃色粘質土があ り､

その下に2-5cmの磯が敷かれていた｡桃色粘

質土は ｢貼 り床｣あるいは土間を形成 している

土層 と考えられる｡桃色粘質土上か らはSX

13､SX20などの遺構を確認 した｡

【SX12】

桃色粘土で構築された方形土坑である｡内法

は南北33cm 東西24cm､深さ7cmを測 り､内部

には厚さ1cmの炭化物と黄色粘土が堆積 してい

た｡黄色粘土はきめが細かく､土間の粘土や炉

の構築粘土にも使われているきれいな粘土であ

った｡土坑の南側には径12cmの円形の窪みがあ

り､淡茶褐色砂質土が堆積 していた｡土坑の構

築方法はまず､1-5cnlの裸を含む灰褐色砂質

土が50×70cnlの範囲にあり､それを切るように

34×52cnlの範囲に桃色粘質土があり､その西側

近 くに方形の土坑を構築 している｡性格につい

ては不明｡

【SX13】

SX13は内法で南北41cm､東西36cm､深さ南

側で15cnl､北側で10cI¶を測る｡埋土は炭化物層

の下に砂層 (エリカス)がある｡土色により黒

色 と灰色に分かれ､なかに､鉄器片や土師器片

を含んでいる｡第17層を取 り除くと第21層の黒

褐色の砂層があり､その上面から被熟 した箇所

と白色土を確認 した｡被熱箇所は砂質が被熱 し

ている状況であり､白色土は長径 9cnl､短径 7

clm､厚さ2cnlの範囲がやや堅 く､周囲の第19･

一一⑳ 第4章

20層を取 り除くと塊状を呈 していた｡ しかし塊

ではない｡

【SX20】

SX20は水簸されたような混 じりものがない

黄色粘土が円形に充満 していた｡柱穴のような

用途ではないと考えられる｡

【遺物出土状況】

遺構面を覆う炭化物層から鉄製品や銭貨が出

土 した｡無文銭はまとまって出土 した｡元は 1

列に並んでいた紹銭の可能性があるが､出土 し

た時点では途中で2つに分かれ､上方は上を向

いて､下方は横を向いていた｡下方については

もろくなってお り､強化剤 (パラロイ ドB72)
(杜5)

で強化 して取 り上げた｡取上後の観察では上方

で8枚以上､下方で2枚以上が確認できた｡確

認できた銭貨は文字がなく､リング状を呈する｡

(注5)

取 り上げに際しては､島根県埋蔵文化財調査センター林健亮

氏､樺旧正明氏の御協力を得た｡

(彰Ⅰ区第 4面

平成11年度に実施 した下層確認 トレンチで検

出した遺構面である｡ トレンチの幅が60cmほど

と狭 く､方形炉を検出したのみである｡

【SX14】

SX14はきめ細か く混 じりもののない黄色粘

土で構築 されている｡内法は南北55cm､東西

45cm､深 さ10cmを測 り､床面 ･壁面にも黄色

粘土がある｡北側にはズ リを掘 り込んでいた｡

内部はきめ細かい黒色粘質土が堆積 し､骨片 も

含まれていた｡SX14に隣接 して､同様の黄色

粘土が鍵状に検出された｡内部はSX14と同様

異色粘質土が堆積 していた｡

(2)Ⅰ区の調査

竹田Ⅲ区は竹田 Ⅰ区の北側の比高差約 3mの

平坦地にある｡Ⅰ区から帽1.5mの トレンチを

延長 し､Ⅰ区との関係や Ⅰ区の構築方法を確認

するために連続させた｡遺構面は3面確認 した｡

(DI区第 1面



Ⅰ区NVV区第 3面遺構配置図
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鳩茶褐色粘胃土 (表土
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綿まリ悪い)
鳩黄褐色粘質土 (クサリ傑多く含む)
硝黄褐色砂質土 (クサリ傑多く含む)
桃色粘土プ0.ソク
茶褐色砂質土 (クサリ牒含む)
茶褐色土 (砂傑多く含む)
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桃色粘白土 (クサリ多く含む)
黒色粘貿土 (炭)
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Ⅰ区NW区調査終了時実測図

0 2m

灰色砂質土 (均肖)
赤褐色:帖貿土 (焼土)
無色粘日土 (炭層,均買)
茶褐色土 (砂傑多く含む)
灰色砂層 (ユリカス.均胃)
黒色粘告土 (炭)
貿褐色粘土 (方形炉十3両鮎床粘土 . ク サ リ多く含む,
黄色粘土 (均質)
白色土 (やや固い)
赤帽色粘田土 (被熱つ)
黒色粘貿土 (粉炭多く含む)
黒褐色砂質土
果色砂肖土 (均肖)
茶帽色土 (砂傑多く含む)

- 4509m -
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SK- 1 4
1 茶褐色砂質土
2 黒褐色粘賀土 (炭 化 物含む)
3 貢褐色粘土 (均賀 ､ 軟質)
4 黒褐色砂質土 (1 - 3cm傑含む)
5 黒褐色粘質土

1m

第15図 竹田地区 Ⅰ区遺構実測図④ (S-1/301/60)
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Ⅰ区3丁東拡張 トレンチ

1暗茶褐色粘肖土

(表土.締まり悪い､炭化物多く含む)

2茶褐色砂質土 (締まり悪い)

3無帽色土 (1-2cm際多く含む.固くしまる)

4日吉茶褐色砂質土 (縮まり悪く砂層に近い)

5黄褐色粘冥土 (クサリ傑多く含む､軟質)

6時茶褐色砂層 (ユリカス)

7明黄褐色砂質土 (軟質)

8明黄褐色粘冥土 (粘質強い)

9椅色粘冥土

(白色､桃色､フロック､ウサリ傑多く含む)

10明茶褐色砂質土 (締まり悪い)

11黄褐色砂質土 (軟質)

A
4509m

0 2mI

第16図 竹田地区 Ⅰ区遺構実測図⑤ (S-1/60)
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Ⅰ区3T拡張部 sDO8
1茶褐色砂肖土 (締まり良好.炭化物.クサリ傑少し含む)

2黒褐色砂質土 (締まり良く固い.はがれるよう付等)

｣L 4520m JL

第 1逼構面 第 2遺構面

Ⅰ区3T土層図 SK13
1脂茶褐色粘賀土

2茶褐色粘賀土
3茶褐色砂質土
4時黄褐色砂質土 (ユリカス)

5黒褐色砂質土 (ユリカス)

6 茶褐色粘質土 (ほとんどシル ト～粘土)
7 黒褐色土 (1-2cm,黄色砂傑)

8 茶褐色粘質土 (ほとんどシルト～粘土)
9黄褐色粘質土 (均質)
10黒褐色土

日 黒褐色粘賀土 黄色粘質土 黒褐色土 (牒含む.互層)
12黒褐色土 (マンガンバンド?)

13黄褐色粘賀土 (均質)
14茶褐色土 (砂傑多く含む)
15黄褐色粘賀土

___L 452｡m JL JL ｡52｡m 一旦

Ⅰ区3T土層図 SK14･SDO8
18菖茶褐色粘質土 (表土)
2茶褐色粘質土

3黄褐色粘胃土
4暗褐色粘質土

5時茶褐色粘賀土 (貢味を帯白色粒子含む)
6黒色粘質土

7明茶褐色砂質土
8黒色砂質土

9時茶褐色砂質土
10黒褐色砂質土

Il茶褐色砂質土 (フロック状に入る)
12時茶褐色砂質土

13茶褐色粘賀土

rlr

第 3遺構面

2m

第17図 竹田地区 Ⅰ区遺構実測図⑥ (S-1/30) 第18回 竹田地区Ⅰ区遺構配置図 (S-1/60)
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第19図 竹田地区Ⅱ区遺構配置図 (S-1/80)
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444 2m

3黄色粘質土 (05-1cmウサリ傑含む)
4淡黄褐色砂質土 (クサリ傑少し含む.縮まり悪い)
5時茶褐色粘質土

Ⅱ区W区土層図南北セクシ]ンく西壁 )C.C'
1 滝茶褐色砂質土 (表土､梶多く含む､造物少し含む)
2 根撹乱層
3 炭化物層 (HI2年竹を切り焼いた層)
4 黄褐色砂質土

｣ し 446 2m

｢~

445 2nl

6淡黄褐色粘質土
7暗黄褐色粘質土 (締まり良好､3cm程傑含む)
8時黄褐色粘質土 (1-3crnくさリ傑含む､締まり良好)
9 茶褐色粘質土 (ウサリ傑含む､固く縮まる)
10茶褐色粘質土 (白色粒子少し含む､締まり良好)

C′

i l # i

Ⅱ区W区土層図南北セクシ]ンく西壁)E.E'

1 貢褐色砂質土
2 紫檀色砂質土 (ウサリ牒多く含む)
3 紫色砂質土 (砂傑含む)

5 時黄褐色砂質土 (ピット埋土,ウサリ傑少し含む)"
6 明黄褐色砂質土 (白色粒子多く含む)
7 責灰色粘冥土 (白色砂粒､クサリ傑少し含む)
8 時茶褐色砂質土 偶く固い.マンガンバンド､カラミあり)
9 明黄褐色粘質土 (クサリ傑多く含む､縮まり良好)

■i

Ⅱ区W区土層図南北セクションく西壁 )D.D'
1時茶褐色砂質土 (表土｡竹の相が多い)
2明黄褐色砂質土 (クサリ傑少し含む)
3時茶褐色砂質土 (粒子そろう)
4樽褐色砂質土 (2-3cmウサリ傑少し含む)
5明草色砂質土 (3-5onウサリ牒少し含む)
6倍色砂質土 (クサリ牒多く含む.フロック状にはがれる)
7 灰桃色粘質土 (ウサリ牒フロック)
8茶褐色砂質土 (クサリ傑少し含む)
9情茶褐色砂質土 (3-8cm傑多く含む)
10茶褐色砂質土
11茶褐色粘質土 (クサリ牒少し含む.禰まリ良好)
12憶茶褐色粘質土 (回い､紫色かかる)
13時黄褐色砂質土 (ウサリ傑多く含む)
14明黄褐色砂質土 (粒子,細かくそろう)

4m



第 1面は集積遺構とピットを確認した｡ピッ

トは径30cmのものである｡

【SK25】

SK25は径52cnl､深さ20cmの円形を呈 し､中

にはクサリ磯が堆積 していた｡壁面は固く､明

茶褐色を呈している｡

②Ⅰ区第 2面

帽60cmで下層を確認するためサブトレンチを

設定した｡遺構面は暗茶褐色砂上面であり､遺

構面は固くなっていた｡検出遺構はピットが2

個､満状遺構であった｡溝は帽205cm､深さ29

cmを測る｡

(∋Ⅰ区第 3面

基盤層を確認するため第2面を掘 り下げた｡

Ⅰ区と同様の黄褐色粘質土の基盤層は確認でき

ず､淡紫色の基盤層を検出した｡この基盤層は

固いが､地山とは特定できない｡遺構はピット

が 1基である｡

(3)Ⅱ区の調査

竹田Ⅲ区は竹田Ⅰ区の南側の比高差約6mの

平坦地である｡ トレンチは平坦地の中央に､植

林を外 して十字に設定 した｡Ⅲ区は東西12m､

南北26mを測る平坦地であり､詳細に見ると､

その南側を比高差60-70cnl､西側で比高差 120

cm一段下げ､南北20m､東西7mの長方形に加

工されている｡その加工された平坦地の南端に

は東に向けて幅1.5mの満状の窪地が存在する｡

層序をみると､明黄褐色粘質上が遺構面にな

ると観察された｡しかし､盛土上に遺構面が形

成されており､同一面であっても盛土の違いに

より平面的な土色は部分的に異なる｡遺構とし

てはピットや溝､被熱土壌を確認した｡なお調

査区が狭いためピットから建物跡を復原するこ

とは出来なかった｡

W区は5-20cnlほどの石を斜面から確認 し

た｡土留めのための可能性もある｡一部立ち割

り調査を行った結果､65cm下から遺構面を確認

一一 ◎ 第 4章

した｡Ⅲ区の西側の平坦地は盛土により形成さ

れていることが分かった｡下層の遺構面からは

礎石の可能性のある上面が平坦な20cmの石が検

出され､他に炭化物の散布が確認された｡

S区は南側の平坦面との境から溝 (SD15)

が確認された｡溝より南側には砂層 (エリカス)

が堆積 し､段差を生 じる原因となっている｡

(4)竹田地区の出土遣物

(D陶磁器

平成12､13年度に出土した陶磁器は表探 した

石見焼15点を含め､1718点である｡しかし､平

成11年度に出土した遺物については整理が終了

しておらず､出土総数は増える｡

以下､調査区ごとに分け説明する｡

【Ⅰ区第 1面】

1-5は土師器である｡2は浅い皿で､外面

は丸みを持つ｡3の器壁は厚 く､口縁部端部に

は平坦面を持つ｡

6-10は瀬戸美濃で､6-7は灰粕皿､8-

10は鉄粕椀である｡7の内面には刺突痕が残

る｡

11､12は備前で､11は壷 ･聾である｡底部内

面には明確なナデ跡が残る｡12は措鉢で､口緑

部は上方に細 くなり､断面は三角形を呈する｡

13-40までは肥前系陶器である｡13-15は底

部内面に胎土日が､17-19は砂 目が残る｡16

は被熱 している｡14は3個の胎土日で､24の

椀も3個の胎土日が残る｡20､23は藁灰粕が施

され､20は岸岳窯の製品である｡26の高台には

砂が付着 している｡28-31は灰粕小杯である｡

32の鉢は口縁部を折 り返 して玉縁状にしてい

る｡33､34の鉢は鉄絵が施され､33は草文と思

われる｡33は内面に僅かな洗練がある｡35-

37は袋物で､35の休部と低部の境に砂が付着す

る｡37の内外面は光沢のある粕が施される｡

38は火入れと思われ､口綾部が内側に肥厚す

る｡39は口緑部以外に施粕 されている｡40は

槽鉢の口緑部と思われる｡鉄利が 施され､内側

に鋭 く肥厚する｡41-45は肥前系磁器である｡



第21図 竹田地区出土遺物実測図① (S-1/3)
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45は型打ちである｡

46-56は青花である｡46-52は皿である｡

46､50の底部内面は円形に粕剥 ぎされている｡

51､52の高台には砂が付着 し､52の高台の一

部は無粕である｡53は外面に草文が細い線で

描かれている椀である｡54は碁笥底の小杯で､

底部内面に円形の粕剥 ぎがある｡55はソバ皿

で､内面には波状の線が描かれている｡56は大

皿である｡

57は中国製の白磁で､内面が円形に粕が剥ぎ

取られている｡胎土は陶胎である｡

【Ⅰ区3T】

58-60は土師器皿で､58底部糸切 りで､休部

と底部の境には明瞭なアクセントがある｡59は

指圧痕が明瞭である｡

61-62は備前で､61の′J､壷は外反する口縁部

で､しっかりした肩を持つ｡62は短い口縁部で､

内側が少 し凹んでいる｡

63-66･68･77は肥前系陶器で､64の皿には

4個の胎土日がある｡口緑部に3箇所の鉄絵が

施されている｡66は直口する椀で､外面には網

の文様がある｡77は肥前系陶器で造られた円盤

状加工品である｡径3.2cmを測る｡

69は肥前系磁器｣皿で､底部内面には山水が描

かれている｡

67は褐粕陶器で器壁は薄く､チョコレー ト色

を呈する｡

70-73は青花である｡71､72は口縁部が外反

した後立ち上がり､さらに波状の口緑部を持つ｡

73は精製な椀で､口緑部に回線及び外面に僅

かに文様が描かれている｡

74-76は中国製青磁である74､75は底部内面

に幾何学文がある｡粕は薄い緑色で､厚 く施さ

れ､亀裂が多 くはいる｡76は大型の鉢で､内面

に蓮弁のような葉が描かれている｡被熟し黄褐

色に変色している｡78-80はⅠ区から表探 した

石見焼である｡

78は短いロ綾部を持ち､内面には括 り目があ

る｡79は径15.2cmの円形の トテンである｡粘土

を貼 り付けた足が5箇所に復元できる｡80はロ

ー-◎ 第4章

綾部が夕用Uに肥厚する鉢で､内外面に粕が施さ

れる｡

【Ⅰ区第2面】

81は土師器皿で､内面には煤が付着 してい

る｡

82､83は瀬戸美濃であり､82の灰軸皿は底部

に印花文が施されている｡83は折線皿である｡

84-88は肥前系陶器である｡87は灰粕湛縁皿

で､内面に砂目がある｡88は大皿で､内面に胎

土日がある｡

89-91は青花皿である｡89は内湾する口縁部

を持ち､内面に草花文が細 く描かれている｡高

台内は無粕である｡90は内面を円形に粕を剥

ぎ取り､剥ぎ取られた1箇所に目跡状の痕跡が

ある｡91は高台に砂が付着し､底部内面に建物

が描かれている｡

92は内湾する小型の青磁椀で､口緑部外面に

波状文が描かれている｡

【Ⅰ区第3面】

調査面積も少なく､出土遺物も少ない｡

93は土師器皿で､底部は糸切 りである｡94は

瓦質土器で､外面に巴文が圧印されている｡

95､96は青花で､95の小杯は直口の口綾部を

持ち､器壁は薄い｡96の皿は内面に獅子文､底

部外面に ｢福｣が描かれる｡

【Ⅰ区第4面】

出土遺物は極端に少なくなる｡

97は中国製青磁である｡被熟しており､淡灰

褐色を呈する｡底部内面には円形にひびが入っ

ている｡高台内は無粕である｡98は瀬戸美濃の

鉄瓶椀である｡口緑部はくびれ､外反している｡

【Ⅰ区遺構に伴う遺物】

99はP8から出土した土師器皿である｡底部

は糸切 りで､直線的に外反し､異色付着物があ

る｡

100-102はSD08から出土 した｡100､ 102

は灰粕椀である｡100は直口した口縁部をもち､

被熱 している｡101は藁灰粕椀で､Ij禄部が僅

かに外反する｡底部は厚 く､削 り出しである｡

102は削り出しの底部を持ち､体部下半以下は
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第25図 竹田地区出土遣物実測図⑤ (S-1/3)
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第27図 竹田地区出土遺物実測図(∋ (S-1/3)

露胎である｡

103､104はSK24から出土 した｡103は片口

を伴 う備前措鉢であり､口緑部には段を有する｡

口縁部には5条の縦の洗練が入る｡104は底部

内面に4箇所の胎土日を持つ｡休部から口縁部

にかけて僅かに屈曲し､波状口緑である｡

105､106の肥前系陶器はSK19から出土 し

縁部が僅かに満状に窪み､離縁皿である｡内面

は一部軸がかからないところがある｡

107はSK22から出土 した青花椀である｡口

縁部の内外面に2条の回線が施される｡

108､109はSKOlから出土 した肥前系陶器で

ある｡108はやや深い皿で､底部内面に砂 目が

ある｡109は大皿で､口綾部は緩やかに外反する｡

【Ⅱ区】(第25図)

110-112は瀬戸美濃である｡110は灰粕皿で

ある｡ 111は鉄瓶の′｣､椀の底部で､粕は全面に

かかる｡112は鉄瓶椀で､口縁部が僅かに屈曲

する｡

113は備前措鉢で､口縁部には明確な段はな

い｡

114は肥前系の灰粕 皿である｡深 く､直線的

に口緑部に至る｡115は肥前系鉄瓶椀である｡

116は肥前系磁器椀であり､厚い高台を持つ｡

117-120は青花である｡117は器壁が薄 く､

コバル トも鮮明である｡118は陶胎である｡119

は口緑部内面に四方樺文､底部に草文が施され

ている｡120は陶胎の椀で､内面には回線が表

一一◎ 第4章
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150

現されている｡底部内外面は無知である｡

121は中国製白磁皿で､底部内面は円形粕剥

ぎされている｡高台は鯉粕で､段を有する｡

【Ⅲ区】(第25図 ･第27図)

122-124は土師器皿である｡122は休部から

底部にかけて丸みを持ち､口緑部の方が厚みが

ある｡122､123は底部糸切 りである｡124は黒

色付着物がある｡

125は瓦質土器で､措 目を持つ｡口縁部は内

側に肥厚 し､断面三角形を呈する｡

126-128は瀬戸美濃の灰粕皿で､126は底部

内面は無粕で､口綾部は輪花になる｡127は口

緑部を僅かに上方に摘み上げている｡128はや

や深みのある皿で､[コ縁部は僅かに外反 してい

る｡ 帽のある高台をもち､高台内には ｢十一｣

と思われる墨書が残る｡

129-131は備前措鉢である｡129は厚みのあ

る口緑部を持ち､明確な段がある｡内面には斜

め方向の槽 目が確認できる｡130は4本 1単位

の摺 り目があり､内面は摩滅 している｡131は

他の備前とはやや趣が違い､淡褐色で､槽 目が

複雑に交差 している｡

132-148は肥前系陶器である｡132-138は

皿｡132､136は波状口縁を持ち､休部と底部の

境は僅かにアクセン トがある｡132の口緑部に

は異色付着物がある｡133の高台は無知である｡

136の底部内面には3個の胎土 日がある｡137

は平 らな底部を持ち､鉄絵が描かれる｡138､

139には砂 目があり､139には4個ある｡143は

藁灰粕の袋物の口縁部である｡144は摺鉢の口



緑部で､口緑部には鉄粕が施されている｡146､

147は鉢の口縁部で､146は断面方形､147は折

り返した口縁部を持つ｡148の袋物は上げ底で､

青黄色粕がかかる｡

149は肥前系磁器椀で､外面から内面上方に

かけて緑粕､他は灰白粕が施される｡

150は陶胎の青花皿である｡底部内面には鳥

が線刻され､その中をコバル トが埋められてい

る｡他は白色の軸がかかる｡151の青花皿は僅

かに内湾し､低い高台を持つ｡

152の肥前系磁器は高台は露胎で､軸内に茶

褐色の斑点が多い｡

153が藁灰軸がかかった袋物で､底部付近は

露胎である｡

(参金属製品

竹田地区からは多くの鉄製品が出土している｡

しかし､小片が多く､元の形態を窺うことがで

きる資料が少ない｡遺物の整理検討やX線撮影

を行っていない資料もあり､限られた範囲では

あるが今回はできる限り実測した｡

【Ⅰ区第 1面】(第26図)

154-166は鉄製品である｡154はタガネと思

われ､断面は扇平で､先端がやや細 くなってい

る｡頂部は幅0.7cImと広 く､長方形を里する｡

155､156､158-163は釘の可能性がある｡

155は頂部1.OcImとやや広がり､断面方形であ

る｡161､162は先端付近の破片 と思われる｡

164-166は用途は不明である｡164､166は帽

1.7cnlの板状の鉄板を曲げている｡

167-171は鋼製品である｡167､168はキセル

の雁首部である｡167は径1.5cImを測る｡168は

径0.4clllを測る接合部であるが､残存状態は悪

い｡169は残存長12cmを測 り､断面円形の棒状

製品である｡一方は欠損し形状は不明で､片方

は扇平に加工され､径0.3cImの円形の穴が開く｡

重さを量る天秤の竿の可能性がある｡170､171

は重 りで､170は直方体で､一辺が1.3cm､長さ

3.2cnl､重量38.9gである｡頂部には吊り手が

付き､径 0.1cmの穴が付 く｡171は繭型分銅で､

半分破損 している｡残存長1.4cm､重さ6.2

cm､厚さ0.8cmを測る｡

【Ⅰ区第2両】(第26図)

172-174は鉄製品である｡172は釘と思われ､

断面方形を呈 し､屈曲している｡173はタガネ

あるいはノミ状工具と思われる｡ 帽0.9cmを測

り､断面は長方形を呈 し､先端は細 くなる｡

174はタガネと思われ､完形品である｡断面円

形を呈し､頂部はやや広がる｡先端に向け先細

る｡176もタガネと思われる｡断面は1.2×0.6

cmの長方形である｡

175､177は′｣､柄で､177は棟帽0.6cmの断面

三角形を呈する｡178はキセルの雁首部である｡

径0.4cmを測る接合部であるが､残存状態は悪

い｡

【Ⅰ区第3面】(第26図 ･第28図)

179-184は鉄製品である｡179は扇平な断面

でU字形を呈する｡189は断面方形で､曲がっ

ている｡181は中央部が反る長方形の製品で､

両端は破損している｡182は大変薄く､厚さ0.1

cImを測る｡183は断面方形の釘と思われる｡や

や大 きいので､ノミ状工具の可能性 もある｡

184はSX13の周辺から出土 した｡残存長31cIn

を測 り､断面は0.6×0.5cmの方形である｡片

方に円環が造 り出され､円環に別の素材が付い

ている｡

【Ⅰ区遺構に伴うもの】(第28図)

185-189は鉄製品である｡185は刀子で､残

存長16.3cIm､棟幅0.3cmを測る｡186､188､

189は断面方形の釘と思われる｡186は頂部も

残存 していた｡187は断面方形でL字状に曲が

っている｡

190は小柄で､薄く､厚さ0.2cmである｡191

は繭型分銅で､長さ1.3cm､厚さ0.2cnl､重さ

1.1gを測る｡

【Ⅲ区】(第28図)

192-209は鉄製品である｡192は片方がやや

細 くなる板状製品である｡193は断面台形を呈
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し､やや大型で､ノミ状工具の可能性がある｡

194-199､201-204､206は釘の可能性がある

が､199や203はノミ状工具の可能性 もある｡

204は釘の先端部分である｡

205は/J､柄である｡柄の幅は1.5cmを測る｡

207は1.0×0.9cmの断面方形で､ノミ状工具

の可能性がある｡208は′｣､柄で､棟帽0.5cmを測

る｡

209は断面U字形の薄い板状製品である｡残

存長は9.6cm､幅1.7cmを測る｡

③土製品 ･カラミ･鉱石 ･ガラス製品

【Ⅰ区第 1面】(第29図)

210-212は羽口である｡すべて断面は方形で

あり､中央には円形の通風孔が開く｡どれも残

存状況は悪 く､211の一辺の長さは6.9cmであ

る､210は先端付近の破片で､外側は被熱 して

いる｡213は方形の土製品である｡厚さ2.2cnlを

測 り､やや湾曲している｡

214はルツボの口緑部の破片である｡内側に

肥厚 し､炭化物が付着 している｡

215は炉壁と考えられる破片である｡216はS

KIO付近から出土 したガラス製品である｡両端

が破損 しているが､ 1箇所やや厚 くなっている｡

断面は円形で､厚さは最大で0,6cm 細い場所

で0.3cmを測る｡表面には螺旋状の文様があり､

棒状のガラスを捻 りながら作った跡と思われる｡

217は径1.2cmの円形の金属である｡分析の結

果､｢白目｣の可能性がある｡218､219は金属

鉛である｡219は外側が湾曲しており､金属鉛

を生産 したときの痕跡と思われる｡

220-223はカラミである｡竹田地区では少量

であるが､板状のカラミが出土 しており､幾つ

かの形状をしている｡220､221は板状で､厚さ

0.6cnlとやや厚い｡222は板状であるが､厚 さ

0.2cnlと大変薄い｡223は板状であるが､厚さ

0.8cmを測 り､流動 して長方形に固まったと思

われ､表面は滑らかである｡

【Ⅰ区第2面】(第29図)

224は長方形の土製品である｡帽4.9clll､長

一一一◎ 第4章

さ7.5cnl､厚さ2.6cmを測 り､下方が厚 くなる｡

湾曲し､内側は被熱 している｡225は炉壁にカ

ラミがくっついた状態で出土 した｡カラミの底

部は湾曲し､長径6.4cm､短径5.0cm､厚さ2.0

cmを測 り､半球状を呈する｡226は板状のカラ

ミで､厚さ0.5cmを測る｡表面には級状が残 り､

反対側には細かい凸凹である｡凸凹の方が地面

に付いた跡で､級状の方は地面にとみられる｡

(鳥越俊行氏による)

227はルツボである｡口径8.8cmを測 り､口禄

部が内側に肥厚する｡内側の表面には金属分や

被熟 した跡が残る｡

【Ⅰ区第3面】(第29図)

228は板状土製品である｡残存状況は悪いが､

湾曲した断面である｡内側は被熱 している｡

【Ⅲ区】(第29図)

229は長径5.1cnl､短径3.2cm､厚さ2.0cmの

半球状を呈する｡230は板状のカラミで､厚さ

1.1cImを測る｡片面は級が残る｡

④石製晶

【Ⅰ区】(第30図 ･第31区1)

231､232は擦石で､両方片側が欠損 してい

る｡扇平な石を使用 し､表面全体に使用痕があ

る｡233､234は砥石である｡233は4両使用 し､

234は3両使用されている｡

235-240は ｢要石｣である｡一方あるいは二

万が使用され､窪んでいる｡材質は安山岩が多

い｡236は中央が凹み､表面に金属分が付着す

る｡237は2面の土間に埋められていたもので､

厚 さ11cmを測 り､片面が窪んでいる｡241-

243は凝灰岩の臼で､241､243は両面加工さ

れ､中央部が薄 くなっている｡242は回転臼で

円形を呈する｡径20.7cIm 厚さ10.0cmを測 り､

上面には幅2.5cnlの緑が付 く｡壁面には円形の

穴が穿たれ､取っ手を差 し込む穴と思われる｡

244-248は凝灰岩の石鉢である｡244､245の

口縁部は端部が平坦で厚 さは2.9cnlを測る｡

246は底部の破片で､中央部に被熟 し黒 く変色

している｡249-252は窪み石である｡249は立



方体の二方向が僅かに窪んでいる｡ 250の平面

形は円形あるいは方形であり､二方向窪んでい

る｡ 251､ 252は表採資料であり､時期は不明で

ある｡ 251はいびつな円形をし､片方に深さ2.2

cm､径6.5cmの円形の穴が穿たれている｡穴の

表面は摩滅 している｡ 252は長さ21.2cm､ 幅

15.6cm､厚さ5.0cmの直方体の石材の一面に長

さ11,2cm､ 幅 9.0cm､深さ3.5cmの穴を穿って

いる｡穴の壁面には帽 2.3cmのノミ痕が観察さ

れる｡石材は石英安山岩である｡

253- 255はSD 08から出土 した凝灰岩製品

である｡ 253は帽 25.7cm､長さ28.7cm､厚 さ

6.1cm､を測 り､一番外側には帽 5- 6cmの縁

が付いていた｡表面には幅 0.6cmの刺突痕､ 帽

0.5cnlのノミ痕がある｡ 254は厚さ5.5cmの板状

石製品である｡表面には幅0.8cmの刺突痕､壁

面には幅0.5cmのノミ痕がある｡ 255はし辛状の

石製品で､表面には幅2.0cmのノミ痕が残る｡

259は凝灰岩製の用途不明品である｡現存の 2

面には擦痕が残る｡

【Ⅲ区】(第31図)

256の窪み石は両面が凹み､片方は径 13.9

cm､深さ2.2cmの範囲で窪んでいる｡ 257は幅

18.85cm､厚さ5.5cmを測る板状の凝灰岩製品

である｡表面には帽 2.0cmのノミ痕が残る｡258

は石鉢の破片である｡凝灰岩製である｡

その他､各地区から14点の小石が出土してい

る (第32図)｡ 260- 273はやや偏平で､丸みを

もつ｡多くは灰色系を呈であるが､緑灰色や黄

褐色を呈する個体もある｡直径は最大2.6cm､

最ノ｣､1.7cm､平均2.1cm､厚さは最大0.9cm､

最小0.6cm､平均0.8cm､重さは最大5.3g､

最小2.3 g､平均4.1gである｡用途は不明で

あるが､碁石として使用されたものも含まれる

可能性がある｡

268は円盤状土製品である｡

表6 竹田地区出土遺物観察表 (陶磁器)

挿図禰=号 実ijllJ葡=号 区別 出 土 地 点 種 別 器 種 法 ili,(cm) 色 調 成形 .調整 .文様 備 考H 岩諾訂..;底 往

1 217 Ⅰ区 NW区NQ110 土師昔話 川L (7.4) (外)暗灰色(内)真F;褐色 油痕 灯明1m

2 170 Ⅰ区 北 トレンチ 土師器 1肌 (7.7) 1.9 黒褐色(煤状) 油 11-i 反転復元

3 201 1区 NW区49 土師岩 lul (10.7) 淡肌色 反転復元

LI 1∠18 Ⅰ区 表土中 土爪柑詰 mL (8.3) 1.7 (4.7)l州 jJL色 底部左回りの糸切 り 反転復元

5 205 Ⅰ区 NE区節lTTTl'NQ17 土師-a 香炉 7.5 紫褐色 反転復元

6 7 l区 北 トレンチ 漸戸 .美 濃 灰刺川lL (日.0) 2.3 (6.4)淡緑色 反転復元 折糸削】L.大衆4段附前半

7 69 Ⅰ区 NW区節 1両No105漸戸 .莫浪 灰軸川し 9.2 2.0 3.6 #i:淡緑色 底部見込み.?.ll.r.:刺 反転復元

8 28 Ⅰ区 NW区拡張部節1両 瀬戸.美濃 鉄柵碗 4.2 1非自色土

9 172 Ⅰ区 北 トレンチ節2ffli下i勤JX土中 瀬戸 .美濃 鉄軸碗 (ll.0) 黒褐色 反転復元

10 84 Ⅰ区 SW区 瀬戸 .美濃 鉄柵晩 (12.0) 紬:畢茶褐色 反転復元

ll 19 Ⅰ区 NW区拡張部第1両NQ7.節 1両NQ33 備前系陶器 壷 .斐 (外)7(内) 紫色褐色 反転復元

12 131 Ⅰ区 lTQ108 備前系陶器 措鉢 (25.4) (外)畢灰色(内)赤茶褐色 反転復元

13 79 Ⅰ区 NW区節 1両1'Q3 肥前系陶器 灰軸lln 4.6 茶褐色 砂El.削り拓fr

14 89 Ⅰ区 NE区第 1両No19 肥前系陶器 灰粕皿 4.9 (外)赤褐色(内)繰灰色 胎土日
15 44 1区 北 トレンチ 肥前系陶器 灰勅川lL (12.0) 3.0 4.8 軸 :淡緑灰色 胎土日,削り詫台 反転復元

16 27 Ⅰ区 NW区第 1両_T(057 肥前系陶器 灰軸碗 (3.8)淡白色 反転復元

17 77 1区 38 肥前系陶器 灰軸皿 (5.0)白灰色 砂目 反転復元1610-1630年代

18 17 Ⅰ区 NE区＼02 肥前系陶器 灰利川ⅠL (12.4) 3.3 (4.2)伽 :淡緑色 珊緑皿 .削り芯台砂に】 反転復元

19 20 Ⅰ区 NW区節 1両h-Q3 肥前系陶■ 灰軸1m (4.8)淡繰灰色 砂｢】 反転復元

20 269 I区 141 肥前系陶-2岸藁灰利敵 (4.0)恭灰色 反転復元 岸岳

21 22 Ⅰ区 NE区qJ'1両NQ72 肥前系陶器 灰粕碗 (4.2)l人1両 :淡緑茶色 反転復元

22 75 1区 367,LI49 肥前系陶if 晩 (12.7) 軸 :灰茶褐色 断両液 付新 反転復元

23 110 Ⅰ区 NE区No28 肥前系陶昔話荘灰柵晩 4.4 紬 :灰白色 三日Jl1:石台 反転復元1590-1600年代
24 100 Ⅰ区 北 トレンチNo50 肥前系陶常詰灰恥碗 4.1 乎i:浪灰色 胎土日 反転復元

25 96 Ⅰ区 廃土中 肥前系陶■ 灰軸旋 (ll.4) 6.2 4.2 ?I:淡緑色 反転復元
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姉 I喜一布斗 実誹り市-Jbi.区別 出 土 地 点 柾 別 七井 廿 法 i正 (clーl) 色 調 成形 .調整 .文様 備 考lJ径 jJ話方.'J'底 径

27 21 1区 NW区折1両No70 肥前系陶器 灰恥軌 (4.5)(外)淡非色(内)灰白色 三日月詫台 反転復元

28 1121区 236 肥前系陶器 灰榔小杯 4,0 (外)淡茶褐色(内)灰剃 1600-1610年

29 1341区 NW区画壁セクションE雲ーNo2 肥前系陶器 灰利′ト杯 (7.6) 3.3 4.2 緑灰色 底部左回り糸切 反転復元

30 132l区 廃土中 舵 川系陶讃諒灰利l/｣､杯 (6.6) 3.2 (3.6)朴 :暗緑色 削 り高台 反妻云復元

31 95 Ⅰ区 NE区約1両No34 J肥M'系陶常設灰軸小杯 (6.9) 4.1 (3.4)評灰色 反き云復元

32 182Ⅰ区 NQ100 JJeJfJ'系陶器 鉢 (12.1) 利一:淡灰緑色 反さ云復元

33 68 Ⅰ区 NW区節 1両下NQ5J肥川系陶器 灰1lEl-̂llll 施軸 :淡灰茶褐色 絵唐津(草文)

34 141I区 SE区表土 )肥前系陶器 大jllL (10.0)(外)繰灰色(内)膿茶褐色 絵唐津 .胎土日 反転復元

35 146Ⅰ区 NE区第 1両NQ10 ノ肥前系陶器 鉄軸袋物 (9.6)(外)黒褐色(内)黄灰色 (外)鉄柵 .あて木娘 反転復元

36 23 1区 NW区節1両No5 JJuJrf系陶器 鉄SELl袋物 (9.3)外而 :茶褐色 反j-:復元

37 1491区 458 舵 打系陶器 鉄剃袋物 (16.6)施軸 :繰灰色 云復元

38 6 Ⅰ区 NE3.7 肥前系陶器 灰軸火入 (19.2) 淡灰緑色 .淡茶褐色 反j暮号示復元 小物成 1に類似品

39 143Ⅰ区 NE区 J肥前系陶器 灰利感 (19.8) ;tP:褐色 反j云復元

∠lO 81 Ⅰ区 西第 7トレンチ土手内第 1層 JIE前系陶jJ諒托鉢 (34.0) 茶褐色 反転復元

･= 90 Ⅰ区 NE区422 J肥前系磁器 帆 5.1 利一:透明紬 高台に砂付諮 反転復元

LI2 94 l区 473 肥前系磁器 川L (∠1.7)利一:透明軸 満台に砂付着砂日

∠13 122Ⅰ区 125 舵 lrf系磁器 川し (5.4)紬 二透明紬 染付 反妻-;復元

LI4 124Ⅰ区 表土 肥 川系磁器 咲 (lO.LI) 紬 :淡灰白色 先付 反妻-;復元

∠15 78 工区 北 トレンチ北斜而造成土中 J肥前系磁器 川t (14.0) 3.0 (5.0)白灰色 紬 :透明柵 菊花文.型押し成形一秒El 反転復元1630-40年代

46 72 Ⅰ区 NE区第 1両NQ15 市花 皿L (10.2) 2.5 (LI.3)紬 :淡育灰色 1-2灸の界線 反!一復元

∠17 80 Ⅰ区 NE424 青花 皿 (6.LI)青白色 反!-:復元

∠18 125工区 NE区397 市花 皿 (7.0)利一:透明粕 高台に砂付弟 反享-:復元

∠19 82 Ⅰ区 中火土手 トレンチ 市花 川L (6.LI)乳白色 T.gJ7台に砂付弟 皮 云復元

50 144 Ⅰ区 北 トレンチ第2而下造成土中 育花 m (10.2) 粕 :灰白色先付 :コバル ト 蛇のEl枇み1111(軸剥ぎ舶) 反転復元 .陶胎

51 183Ⅰ区 NW区北壁セクションE雲ーN(ユ1 背花 )Ill (7.8)軸 :透明軸 FI.!J.台付近砂付薪 反抵復元

52 133Ⅰ区 地下北斜而造成土中 背花 1仙 (ll.0) 2.3 (6.5)刺 :透明軸 反転復元

53 129Ⅰ区 266 脊花 碗 (12.0) 剃 二速明和 皮 ニ復元

54 119工区 北 トレンチ北斜而造成土中 野花 小杯 (3.9)柵 :透明紬 蛇の目仙剥ぎ 反転復元

55 208Ⅰ区 東 トレンチ南節1屑表土 背花 皿 (15.3) 淡灰色 反転復元

56 138工区 北 トレンチ北斜而造成土中 市花 大｣肌 (40.0) 紬 :透明恥 反転復元

57 142Ⅰ区 北 トレンチ 白磁 1lil 6.4 紬 :乳白色の長石軸 (内)蛇ノElfl'liみ般砂付諮 .削 り高台 皮 復元

58 207Ⅰ区 節3トレンチ廃土中 土師 器 ｣肌 (4.0) 底部糸切 り 反転校元

59 169Ⅰ区 節3トレンチ拡張第1層 土師器 川L (12.8) 2.2 (8.4)波灰黒色 糸切 り,京都系指圧娘 反転復元

60 ユ87Ⅰ区 第3トレンチ第 1屑 土師-2諒 1批 (10.4) 2.3 (6.0)淡)"L色 底部糸切り 反亘玩復元

61 15 Ⅰ区 第3トレンチ節1屑表土 備前系陶昔話小茄 (4.4) (外)茶褐色(内)明茶褐色 反転復元

62 215工区 第3トレンチ廃土中 備前系陶器 玉 E (18.0) 茶褐色 反亘一復元

63 9 Ⅰ区 約3トレンチ右列8肥前系陶器 灰利TlllL (5.0)柵 :淡緑灰色 I(川り高台 反転復元1590-1630年

64 14 Ⅰ区 節3トレンチ第 1屑表土 肥前系陶器 灰利川lL (15.0) 3.0 5.5 オリーブ色 胎土日.削り高台 反転襟元

65 152Ⅰ区 節3トレンチ右列2肥前系陶岩芹灰利仙L (ユ2.5) 粕 :淡繰灰色 満緑｣llL 反卓豆復元

66 123工区 耶3トレンチ節2屑No21 肥前系陶lL諒灰紬碗 (8.0) 浪灰色 絵唐津 皮 復元

67 8 Ⅰ区 節3トレンチ.NQ51 褐糾問-?芹 瓶(栄) (9.1)粕:(外)波線灰褐色(内)チョコレート色 一部夕夕キ日底部内而付岩物 反転復元1590-1600年

68 214Ⅰ区 節3トレンチ折1屑表土 肥前系陶lJ岸 EIr: (18.5) (外)緑灰色(内)茶褐色 ロ緑に韮ね礁み1)-i 反舷復元

69 91 Ⅰ区 節3トレンチ節1屑表土 肥前系磁岩許 川i (5.6)(外)淡白色(内)染付 反転復元

70 121Ⅰ区 節3トレンチ廃土中 市花 冊 (7.0)軸 :透明軸 満≠州.近砂付邪 反転復元

71 229工区 節3トレンチNQ29 背花 川l (14.6) 軸 :透明軸 反j転復元

72 126I区 節3トレンチ?,-1迫構而NQ14 背花 皿 (12.2) 淡黄白色 反位復元

73 74 1区 節3トレンチ土FJ'_り-表土の問 市花 軌 (15.0) 剃 :透明軸 2条の界線 反転復元

一一･.⑳ 第4章



挿図裾=号 実測i-ll区別 lLtJ.土 地 .[与:. 種 別 器 種 紘 -1正.(cm) 色 調 成形 .調整 .文様 備 考l｣径 it芹絹 底径

74 199Ⅰ区 節3トレンチ節1層表土 青磁 皿 (4.0)淡青緑色 反転復元

75 198 丁区 節3トレンチ節1迎桝面NQ9 青磁 川1 (4.6)淡青緑色 砂目 反転復元

76 ∠13 Ⅰ区 節3束 トレンチNQl青磁 大jllL (2∠1.2) 7.1 (8.4)刺 :(外)演-A--茶褐色(内)青緑色 内側文様 反転復元

77 270 l区 節3トレンチ第1層 陶管諒 rJ触状加工 (表)茶褐色 ･1設大径3.5cm
表土 品の可能性 (衣)淡茶褐色 ]鼓大l_rjiO.95cm

78 1091区 約3トレンチ廃土中 石見焼 灰軸卸皿 (16.5) 2,5 (7.4)明灰紫 卸目痕(現存7列) 反妻転復元

79 130Ⅰ区 西段井戸械表土I=f] 陶製 足イ7)き輪 トナン 外径(15.2) 2.∠1 内径(9.7) 外径:15.2内径:9.7.足と本体別物(足7本)

80 188 Ⅰ区 表採 石見焼 鉢 (10.3) 反亘玩復元

81 185Ⅰ区 NW区節2両NQ61 土師昔話 川L (7.2) すす付着 反転復元

82 111Ⅰ区 NE区第2両上 瀬戸 .美濃 灰制1肌 (5.4)明黄色 印花文 反転襟元1580-1610頃

83 263Ⅰ区 NW区第3両下NQ76漸戸 .美膿 灰利川L (ll.2) 艶色 反亘転復元 JlrT緑lllL

84 99 1区 NW区節2両NQ73 肥前系陶器 rUII11日L 4.2 笠灰色 削り高台 反享玩復元

85 118Ⅰ区 NE区節2両 肥前系陶-3諒 灰軸小杯 (7.6) 3.2 (3.0)明緑色 j!jりりFI.7;台 反妻転復元

86 1351区 NW区節2而 肥前系陶岩諒 灰紬小杯 2.9 反享転復元

87 88 丁区 NW区第2両NQLIO 肥前系陶-3諒灰利川u (13,4) 緑灰色 砂El 反卓転復元

88 83 工区 NW区節2両NQ22 肥前系陶昔話灰恥大lIIL (8.4)緑灰色 胎土El.削り高台 反享転復元

89 136l区 -Lj-トレンチ第2両上 育花 皿 (12.6) 柵 :透明軸 反き転復元

90 29 Ⅰ区 NW区節2両No136育花 冊 (10.4) 2.3 (5.0) Iー:礼 也 蛇のEMEtl剥ぎ 反き-:451元

91 1391区 N区祈2両粘土 育花 冊 (5.5) tl:透l刺 底部砂日 反き転復元

92 120 工区 北 トレンチ北斜面造成土中 帯磁 眺 (12.6) 淡灰緑色 披状枚 反転復元16C第3匹l半jy]

93 266Ⅰ区 NW区折3両下非褐色粘土層NQ2 土師器 川し (5.9)淡灰肌色 糸切 り痕 .すす付着 反転復元

94 267T区 NW区第3両下衆褐色粘土層NQ1 瓦ii土讃諒 用途不明 灰色 三巴の刻文

95 171Ⅰ区 NW区節3而No102育花 ′｣､杯 (4.0) l】:透明剃 反妻転復元

96 85 Ⅰ区 NW区第3両下NQ59背花 帆 (6.7) l】:透明利 龍 底 :福 反さ転復元

97 268 工区 NW区第4両Nol 青磁 碗 5.2灰白色 被熱 .FIJ状割れ目 反妻転復元

98 108l区 NW区第4而NQ4 瀬戸 .英膿 鉄利腕 (10.∠l) 芸褐色 皮 転復元

99 186Ⅰ区 ピット8-① 土niTJA器 川 L (8.0) 1.6 (4.6)淡肌色 糸切 り.すす付着 反き転復元

100 12 1区節3トレンチSDO8No6 J肥前系陶jl註 晩 (4.0)明灰緑色 搬叫 反転復元1610-30年

101 ll 1区 節3トレンチSDO8No7 肥前系陶器 茄灰利俄 (ll.3) 5.8 (4.2)灰色施紬(地JJJL赤褐也) 削り高台 皮 玩.復元

102 10 1区 節3トレンチSDO8No1 肥前系陶器 灰利1椀 (4.9)軸 :淡緑灰色 削り寓台 反転復元1590-1630年

103 67 Ⅰ区 NW区-SK24NQ3 備前系陶昔話 T.TiE鉢 赤褐色 外而3条の沈線4条の縦線 .片口

104 42 Ⅰ区 NW区-SK24NQ2 肥前系陶器 灰利川lL 長13.2垣12.4芯3.8底3.6 4.7 緑灰色 胎土日指圧で輪花文様 反転復元

105 65 Ⅰ区 NW区-SK19NQ14 肥前系陶器 灰利働､ (12.1) 豆粕 :淡緑灰色蛸Iー:茶褐色 反転復元

106 66 Ⅰ区 NW区-SK19NQ8 肥前系陶器 灰利仙L (12.9) 朽柵 :淡灰緑色 iyl':緑皿 反転復元

107 64 Ⅰ区 NW区-SK22No3 育花 挽 (ll.8) [コ緑漆付弟2条の界線 反転孜元

108140 1区 SK01-約2屑 肥前系陶l 灰軸jlll (ll.8) 4,1 4.8 Il:灰色 砂El.削り高台 反き転校 元

110117Ⅲ区 北 トレンチ節1而上 漸戸 ,美膿 灰軸｣llL (5.2)明言&-也 重ねFl'iみ紬剥ぎ胎土l∃ 反j17紅復元C前半

111200Ⅲ区 廃土中 瀬戸 .美濃 鉄剤小椀 (2.6)T.果褐色 反j転復元

112103Ⅲ区 節3迫構而NQ13 鉄剤挽 (12.5) 地利 :淡非褐色 転復元冊lJJ.=三才. 叉!

日310∠1Ⅲ区 仰絹布系陶昔話甜鉢 (19.∠1) 反!転復元fl,J2迫偶桝No6 ,-ll

114102□区 SK25No1.2 肥前系陶昔話 灰利llm (10.0) 3.6 (3.4)施利 :淡灰緑色 皮1転復元0-1630年

115 13 □区 Noュl 肥前系陶岩諒 鉄柵碗 (ll.5) #∫.】11:繰灰茶色-濃緑穴非色 反塘 転復元圭天EJ

116 93 Ⅲ区 表探 肥前系磁器 碗 (4.4) 目元色 染付 .高台に砂付宕

117151Ⅲ区 トレンチ廃土中 菅花 llu (7.2) Lil:透J柵 反享云復元

118101□区 節l逝構面lNQ9 青花 11】L (16.2) 亘利一: 苛灰色 1条の界線 反亘宏復元 陶胎

119 16 Ⅲ区 市花 川L (10.0) 2.8 (5.∠l)紬 :灰l典付 :i卜色̀青色 割れ口に漆舶 反転復元 16C末

1201∠15u区 節2逝桃面NQ4 青花 帆 (13.2) 5.0 (5.0)灰茶褐 外面鉄冶 反卓玩復元 陶胎

121105Ⅲ区 節2逝柄而No8 中国聾引きI磁 川L (6.4)施柵 :淡灰色 紬剥ぎ 反き豆rl元 陶胎

122204Lu区 S区節1両No25 土師器 皿 (10.8) 紫褐色 京都系 反転復元



挿L茎l# ll.実測-# iI区別 出 土 地 .串. 種 別 器 種 法 iJi:(cm) 色 調 成形 .調登 .文様 備 考l｣往 昔話Tl:,7 底 径

124 179m区 S区NQ38 土師昔話 皿 (6.7)きま褐色 回転糸切り内面煤と油痕 反転復元 灯明皿

125 56 Lu区 NⅠ区第 1屑h'Q2 瓦貿土-2詮 摺鉢 浪灰色 3条の凹線

126 76 Ⅲ区 N区_1'Q12 瀬77.美濃 灰軸lul (ll.2) 2.2 (6.0) 折線lIIL 反転復元17C前後

127202m区 S区第 1両yQ2 瀬戸 .美濃 灰軸皿L (10.2) -36-灰色 反転復元 灯明皿

128 73 LH区 S区第2屑＼08 瀬戸 .美濃 灰軸JⅠⅠL (ll.4) 3.4 (3.8)施軸 :緑灰色 T:L,7台内LZ317!!‥跡 .二次焼成 .胎土EI.削り1̀r上､rL}Jlj 反転復元1580-1610頃

129 48 th医 N区NQ7 備前系陶.Lza 措鉢 暗赤褐色

130 47m区 S区NQ37 備前系陶器 措鉢 肺赤褐色

131 49 m区 N区 1屑(表土) 備前系陶器 柿鉢 淡紫褐色

132 53 th医 S区NQ111 肥前系陶器 灰和川u_ (日.8) 制 :緑灰色 波状口柁 反転復元

133 98 ul区 W区第 1両No1 肥前系陶ll諒灰利川lL (ll.∠1) 3.7 5.0 刺 :淡灰色 削 りだ.7台 皮 転復元

134147ul区 S区第3屑No50 JJu前系陶-? 灰利川1L (10.3) 3.0 (∠I.Ll)制 :淡灰色 胎土日

135 71 nI区 S区荊2層No75W区節 1両No2 肥前系陶li諒灰利仙L (10.3)3.65 (2.0)伽 :灰緑色 三日月高台 反転役元

136 52 tlI区 CrANQ2 肥TJfl系陶1 灰刺川LL (ll.8) 3.1 (4.6)-Al灰色 波状口緑 反転復元
137 58tH区 NI区節.l層NQ18 肥前系陶l 1日1 (6.6)?EEl:灰色 絵唐津 .削り講:石台 反転復元

138137fH区 E区第 ユ而Nol 肥前系陶-? 灰利川ⅠL (4,7)緑灰色 砂日 反転復元

139 50 lltri トレンチ廃土中 JJu前系陶署 灰剃り皿 4.2 濃緑色 砂日 反転復元

140 51 u区 N1区第3屑NQ82 肥前系約-I 灰紬碗 (5.2)軸 :灰褐色 削り出し花台 反転復元

141 55 nI区 N工区第 1屑_NQ7 肥前系陶-I 灰軸碗 (4.2)施豹 :濃緑色 削り高台 反転復元

142 97 Ⅶ区 S区NQ101 肥前系陶昔話 灰軸′ト杯 (6.7) 3.0 2.9 繰灰色 底部糸切り 皮 転復元

143115Lrlr+ 第2屑129 肥前系陶- 英灰軸瓶 5.7 黒褐色 反 一復元

144 57 Ⅲ区 トレンチ中央部 1屑肥前系陶J 招鉢 噌赤 也 口緑部鉄制

145164 nlrA N区表土(1屑) 肥前系陶J 壷 (16.2) 茶褐色 反転復元

146106 Ⅲ区 S区第3両1061 肥前系陶-[ 鉢 (12.7) 繰灰色 部分文様 ?

147189Lllr+ 節2層lTQ73 肥前系陶音詩 鉢 (28.4) (外)灰白色(内)緑茶褐色 反転復元

148 Ll5m区 1-Q23 肥前系陶官許 英灰軸瓶 (14.0)漉灰紫色 反転復元

149 46 Ⅲ区 NI区節1屑1'Q5 肥前系磁器 灰利敵 (9.1) (外)(内) 灰色灰色 .灰白色 反転復元

150 180Ltlli S医節l-節2屑 17花 1m -井-茶色

151 59 Ⅲ区 S区hrQ55 背 花 目し (9.4) 2.1 (5.3)軸 :透明軸 反き転復元

152128Lllri S区-SD15No159 肥前系陶器 灰利腕 (3.8)帝灰色-緑灰色 内面横軸 反至転復元

表 7 竹田地区出土遣物観察表 (金属 ･土 ･ガラス製晶､製錬関連)

抑1ズ実測区別 出 土 地 点 種 別 器 種 現存長 幅 I_q さ 1 辺 才L 径 irf 茄 備 考
布 rI裾=lJ (cnl) (cm) (cm) (cm) (cm) (g')

15∠l253 Ⅰ区 NE430 鉄製 タガネ 5.7 0.9 滋大頭部径0.7cm

155233 Ⅰ区 NE区4959? 鉄製 角釘 3.2 0.4×0.3 頭部 1cm

156238 Ⅰ区 NW区第 1両1'Q78 鉄製 釘 5.3 0.6×0.7

157225Ⅰ区 NW区第2層下 鉄製 カスガイ 5.3 0.6

1582621区 NE区第 1両NQ31 鉄製 角釘 5.4 0.6×0.7

159230 Ⅰ区 NW区第 1iRllQ11 鉄製.昆 角釘 4 0.6×0.4

1602∠19 l区 NE区278 鉄製品 角釘 2.1 0.4×0.3

1612Ll8uJrANI区節2倍_1'Q43 鉄製 角釘 3.1 0.3×0.35

162261Ⅰ区 NW区第 1両_TIQ104 鉄製品 角釘 2,4 0.3×0.4

1631971区 SXOl一節2嗣 鉄男臥品 角釘 3.8 0.2×0.4

16∠l191Ⅰ区 NE区節1両＼026-② 鉄製 用途不明 3.1 1.7 板状

165173 Ⅰ区 NW区第 1而1060 鉄製.tl?. 用途不明 4.6×3.2 板状

166190 1区 NE区軒1両hpQ26-(∋ 鉄製.冒】 用途不明 7.5 1.7 板状

167 33 lF.節3トレンチh'032 金kLL,臥lT?I 煙T 火1m径1.5cm

168 32 Ⅰ区 NE区検llJJ.Ttli 金属製.',1. 煉baA. 接合部径0.4cm

169 25 1区 節3トレンチSK12 金AL-i臥.汀】 竿秤 12 0.7 22.5 径0.3cm

170 4 Ⅰ区 節3トレンチ表土節1屑 鋼製.T,!】 繰 3.2 1.3 0.3 38.9 直方体で通し孔あり

171 3 Ⅰ区 節3トレンチiJLld拡張区1 金属魁.lT?. 分銅 i.4 1.5 0.8 6.2 繭型
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挿提 実測 区別 lliJJ土 地 点 樵 別 甘諸 株 現存長 柿 付 き l 辺 礼 径 韮 i誌 備 考
番号 市一号 (cm) (cm) (cm) (cnー) (cm) (i?)

173232 l区 NW区範2而ズリ内 鉄製ーコ[ーrl 夕方ネ? 4.9 0.9 0.4 ノミ状工具 ?

174161Ⅰ区 NW区郡2両下NQ134鉄製tnLIH 夕ガネ 9.0 2.5 訊部径2.5cm径1.8cm

175276 Ⅰ区 NW区節2両下NQ139銅製品 小柄 2.8 1.3 0,4 4.LI

ユ76195Ⅰ区 NW区第2両hTo29 鉄製■=1日日 夕ガネ 8.2 1.2 0.6 33.2 ノミ状工具 ?

177162 Ⅰ区 NW区第2両No25 金属 LnL1H 小柄 3.6 1.6 0.8 7.3 棟帽0.6cm

178 34 Ⅰ区 NW区第2両No100 金属 L:lrln 煙管 0.9 0.3 キセル雁首径0.7cm

179227Ⅰ区 NW区節3両NQ9 秩 l=Trlrl 用途不明 1.8 0.5 0,1 半円状

180239 Ⅰ区 NWl=斉.節3両No39 秩 l=∫目口 角釘 4.6 0.3×0.2

181231Ⅰ区 NW区節3両NQ48 秩 l=T日日 用途不明 6.1 0.LI 0,3 半円状

182247Ⅰ区 NW区第3両構築土No52秩 lコHn 用途不明 3.8 L6 0.1 板状

183256 Ⅰ区 NW区第3両下No68秩 請 角釘 7.4 0.6×0.5

184218 工区 NW区第3両NQ19 秩 品 火箸 31.0 0.6×0.5 rTTfG

185178 Ⅰ区 NW区節2両下SK19-② 金伐製品 ′ト柄 20.3 1.2 0.3×0.2 棟幅0.3cmー

186237Ⅰ区 NE区節3両-SXO9-節5l弓引亘】NQ12 秩 角釘 4.7 0.5×0.6 gj!摘;0.9cm

187194 Ⅰ区 SE区SXO1-第2屑 秩 lコHrr 角釘 7.8 0.6×0,5

188243 1区 NW区-SX13近 く(炭層) 鉄製品 角釘 5.0 0.6×0.7

189254 Ⅰ区 NW区-SXO9-図NQ14-6層 鉄製品 角釘 3.7 0.2×0.2

190175 Ⅰ区 NW区-SK15-① 金属 ロIIH ′ト柄 ∠1.0 1.1 0.1-0.2 3.6

191 5 Ⅰ区 NW区 -SK20 銅氷晶 分銅 1.3 0.8 0.2 1.1 繭塑

192196nJ区 NⅠ区第2屑No72 秩 lコHn 用途不明 5.4×2.4 0.6-0.3 板状

193226nl区 W区第2両NQ17 秩 に】目口 ′｣､柄 ? 5.8 0.9 0.5-0.3 12.2 ノミ状工具 ?

194193nl区 N区NQ23 秩 ーコ目口 角釘 6.3 0.8×0.7 一部欠‡員

195245皿区 S区第 1両NQ31 秩 晶 角釘 6.8 0.∠lXO.5

196255nl区 S区NQ35 秩 lコl:汀1 角釘 4.9 0.5×0.7

197228Ⅲ区 S区NQ53 秩 晶 用途不明 3.6 1.1×0.5 0.5 ノ恢状

198166Ⅲ区 W区NQ12 金属 ⊂】lHT 小柄 3.9 0.9 0.3 5.1

199257描 W区第 1屑NQ5 秩 品 夕ガネ 4.i 1×0.8 ノミ状工具 ?

200240Ⅲ区 S区第 2l再NQ88 臥 lコlJl:l 用途不明 3.8 6×0.8 0.7 角形

201244Ⅲ区 S区NQ∠19 秩 品 角釘 2.8 0.6×0.7

202259 Ⅰ区 SE区表土 秩 晶 角釘 4.3 0.5×0.6 上郡欠損

203258Ⅲ区 SⅠ区表土 鉄製晶 角釘 3.4 0.8×0.7

204250Ⅲ区 第2屑No14∠l 鉄製晶 角釘 2.7 0.3×0.2

205167nJ区 S区第3屑NQ62 金属製品 ′ト柄 5.3 1.5 0.4-0.2 13.9

206176u区 S区NQ97 金 lコLH1 ′ト柄 ∠1.8 0.4 0.2 5.7

20717∠1u区 節2屑NQ66 秩 品 ノミ状工具 6.2 0.9×0.8

208165uI区 W区節2而NQ16 金属 Ljl:Hl ′ト柄 4.1 1.2 0.4-0.2 13.3 棟幅0.5clーl

209246nlr& S区-SDl5No155 秩 lコlll■】 用途不明 9.6 1.7 0.2 半円状

2101591区 NE区節1両下No8 土 晶 羽口 9.2 4.0 6 0.8 163 放熱

211252 Ⅰ区 NW区第 1両NQ96節2両NQ38 土 羽口 6.9 2.6 75.0 表而全体に被熟

212242Ⅰ区 第3トレンチ16 土 rll?I 羽口 5.4 3.4 36.1

21326∠lⅠ区 NE区317 土 lコLH1 ネコ? 5.0 2.2 37.0

214 63 Ⅰ区 NW区第3両上NQ89土 器 ルツポ 炭化物付諮

215265 Ⅰ区 NE区238 土 lコnl■】 炉壁 4.4 2.3 27.0

216 54 1区 NE区496 ガラス製品 柿 ? 4.0 澱大幅0.61諒小幅0.3 1.3螺旋状の文様

217 24 Ⅰ区 NE区NQ497 白日 1.2 1.2 5.4

218 70 Ⅰ区 第2屑一節3トレンチ 鉛 2.2 1.3×0.9 1∠1.3

219 18 Ⅰ区 NW区-SK15 鉛 4.9×2.8 2.0 102.6 衷両に炭恨鉛

220 86 1区 節1両NQ35 カラミ 3.2×1.2 0.6--0.5 6.2 椴状

221 87 Ⅰ区 廃土中 カラミ 2×2.4 0.5--0.4 6.3 表而長方形の結晶板状

2222751区 NW区第2両下SK20(ズリ溜) カラミ 1.8×1.5 0.1 0.9

223 60 Ⅰ区 NE区NQ197 カラミ 3.LIX2 0.8 1.8 浪灰青色

224206 Ⅰ区 NE区節2両NQ104 ･'lTf:壁 ネコ 7.5 4.9 2.6 (内)被熱

225272Ⅰ区 NW区第2而下NG1 土製晶 炉壁 荏(炉)5.8(力)6.4 (炉)2.2(カ)2.0 155.9 炉壁上部カラミ全体付者

226 92 Ⅰ区 NW区第2両SXO9NQ2 カラミ 3.3x3 0.8--0.4 198 板状

227 62 1区 NW区約2両NQ117 土師黙 ルツポ f̂J而二次焼成口径8.8cm

2282511区 NW区約3両NQ12 埠壁 ネコ 3.5 1.35 12.2

229278ul区 S区節2屑NQ129 カラミ 2.0--0.2 5.1×3.2 36.9
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表 8 竹田地区石製晶観察表

挿l夏T布号 実測称号 区別 出 土 地 点 種 別 器 種 現存長(clrL) 帽(cm) 厚 さ(cm) iTi iTi:(I.Y,) 材 質 備 考

231 1 Ⅰ区 束土手第 1屑 石製.品 擦石 ll.4 7.9 5.0 530 使用痕

232220 Ⅰ区 NE区節1両NQ53 石製品 擦石 8.i 2.7 192 使用癖 L被熟

233236Ⅰ区 第3トレンチ北壁土手第 2屑 石製品 砥石 3.1 2.4 1.3 13.5

234210 Ⅰ区 第3トレンチ廃土中 石製品 砥石 4.8 2.6 3.0 7.8 使用癖

235 4-0 Ⅰ区 NW区-SK24区lNQ4 石製品 要石 ll.5 9.8 6.5 575

236212Ⅰ区 NW区-SK22NQ1 石室臥品 要石 16.2 9.5 7.3 1,600 金属分付着

237 38 Ⅰ区 NW区-SK23 石製品 要石 37.2 27.0 ll.0 14,600 安山岩

238 2 Ⅰ区 Slく05-2 石製.昆 要石 12.15 10.55 5.3 880 安山岩

239 30 Ⅰ区 NE区第 1両 石製品 要石 24.5 20.4 8.0 5,000 安LLJ岩

240211Ⅰ区 下層確認 トレンチNo1 石製品 要石 20.0 10.5 7.0 2,500 安山岩

24127∠l1区 NW区-S5 石製品 石臼 13.1 9.05 6.2 905

2421十1l区 S-1 石製品 石臼 19.4 7.4 10.0 1,760 直径20.7cm

243209Ⅰ区 NE区ピット33内 石製品 石臼 20.0 13.5 6.3 2,090 直径20cm.工具般

244 31 l区 NW区ピット26-2 石芽法品 石鉢 2.9 660 緑色凝灰岩 口径(36cm)

245279Ⅰ区 NE区節1両NQ24 石製品 石鉢 9.1 2.9 220 線色凝灰岩

24624.1Ⅰ区 NW区節1両匡ーNQ47 石製品 石鉢 3.3 1,660 底径 18.7cm.被熟

247216Ⅰ区 NW区第 3両No27 石製品 石鉢 3.3 126 底径(15.8cm)

248277Ⅰ区 NW区第 1両-S2 石製品 石鉢 2.0 243 削 り､整痕 口径(28cm)

249203Ⅰ区 NW区第2両I雲lNQl 石製.品 窪み石 16.5 ll.0 8.9 2,000 完形

250113Ⅰ区 NW区第 日rii怪TNo48 石製品 窪み石 ユ6.6 16.5 9.2 2,250 マンガン付弟 .完形

251 37 Ⅰ区 表採 石製品 窪み石 13.9 12.6 8.05 1,830 深さ2.2cm.径6.5cm完形

252 39 Ⅰ区 表採 石製.品 窪み石 21.2(凹)ll.2 15.6(凹)9.0 5.0 2,800 安山岩 (也)深さ3.5cmノミ痕幅0.5cm完形

253150Ⅰ区 第3トレンチSDO8-5-3 石製品 用途不明 28.7 25.7 6.1 5,200 緑5-6cm刺突 .ノミ痕幅0.5cm

254 160l区 第3トレンチSDO8-S4 石製品 用途不明 16.0 16.4 5.5 1,670 (表面)幅0.8cm非lJ突痕(側面)幅 2cmノミ痕

255168Ⅰ区 第3トレンチSDO8S-1 石室弘品 用途不明 13.4 7.4 6.5 690 ノミ痕帽0.5cm

256260m区 廃土中 石製l品 窪み石 13.9 13.5 7.3 2,000 径13.9cm.深 さ2.2cm完形

257 41 Ⅲ区 NⅠ区第 1屑No8 石敷l品 用途不明 18.9 ll.5 5.5 1,680 表面 2cmノミ痕

258107LLl区 S区第 1両No9 石製品 石鉢 ? 7,4 2.5 220

259184 Ⅰ区 第3トレンチSDO8-S2 石製品 用途不明 8.2 6.1 ∠1..2 256 凝灰岩 接収

表 9 石見銀山遺跡碁石 ･円盤状土製品集計表

※268は､陶昔話円盤状土毅品

挿t喜一番号 実測番号 区別 出 土 地 点 帽(C】Ⅵ) ]早 さ(cm) 韮 iIi(r') 色 調

260 154 Ⅰ区 NW区節2両下 2.0 0.8 4.0 ぎi色

261 157 Ⅰ区 NW区第2両下NQ124 2.4 0.8 6.0 ,灰色

262 213 1区 SE区379 2.6 0.7 5.3 喜灰色

263 219 一区 第3トレンチ拡張部第2屑 2.4 0.8 5.0 黄褐色

264 223 Ⅰ区 SE区385 2.3 0.9 4.8 緑灰色

265 224 1区 NE区403 2,0 0.85 4.5 灰色

266 235 Ⅰ区 廃土中 2.0 0.85 4..5 !二灰色

267 273 工区 第3トレンチ土間から表土の問 2.3 0.7 3.6 禁色

268 271 1区 西側表探 2.1 0.7 6.8 '紫緑色

269 153 Ⅲ区 NE区NQ5 2.1 0.8 4.0 芸色

270 155 nl区 NⅠ区第 1層No14 1.8 0.7 3.2 白紫色

271 156 ul区 N区No28 1,9 0.6 2.5 幡緑色

272 ユ58 m区 S区No115-第 2屑 2.0 0.6 3.8 菜灰色

273 222 Ⅲ区 S区No91 2.3 0.7 4.0 灰色

274 234 m区 S区No40 1.7 0.7 2.3 灰色
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第 5章 まとめと課題

今次の報告としては､於紅ケ谷地区､竹田地

区について述べてきた｡於紅 ケ谷地区は平成

12年度の概報において概括 しているため､本楯

報では竹田地区の遺構 ･遺物と今後の課題につ

いてのみ以下に詳述する｡

第 1節 竹田地区の遺構

(1)土坑

竹田地区からはエ リカスが堆積 した土坑を8

基確認 した｡大 きく分けて方形 と円形がある｡

方形に関 してはSKOlは北側に石積みを伴ない､

SK05は北側に大 きな石を1個置いている他は

素掘の土坑である｡

SKOlについては石積みがある北側はズリの

堆積 した土坑 (SKIO)を壊 しており､壁面の

強化と考えられる｡SK05は石を置いて土を充

填 している｡この用途は不明である｡埋土は基

本的にはエリカスである｡ しかし､ユリカス単

層のものと幾つかの土層が分かれるものとがあ

る｡

SKOlは中間にマンガン分を多 く含んだ層が

あり､その上下にエ リカスが堆積 している｡こ

れらはエリカスが堆積 した状況が異なっている

ことを表 してお り､類例をまって検討する必要

がある｡

円形のSK16はエ リカスが堆積 していたが､

それを除去すると､壁面が被熟 してお り､当初

からユリカスを堆積 させるために掘られてた土

坑ではない可能性がある｡床面もす り鉢状のも

のや平坦なものがあり形態は多様である｡SD

IOもエリカスが堆積 していたが､その表面は被

熱 している｡この原因も解明する必要がある｡

(2)炉跡

竹田 1区第 4遺構面のSX14は方形炉であ

り､科学分析の結果､灰吹 き炉の可能性が高

い｡ しかし､形状が同じ方形でも幾つかの違い

を指摘できる｡まず､構築 している粘土である｡

SX14は水簸 しているような均質で､混 じりけ

のない黄色粘土を使用 し､SX13はややピンク

かかった白色粒子を含む粘土である｡また､S

X14は床や壁面も黄色粘土を使っているがSX

13の床には粘土がない｡SX13には鉄器片や土

師質土器を含むがSX14にはない｡

詳細は不明であるが､同様の方形の炉跡とし

ては､石銀千畳敷SBOISXO3(16C代か 一

辺38cm)､石銀藤田SBOISXll(16Cか 一

辺50cm)､石銀藤田SBO2SXO3(17世紀前半

30×50cnl)が知られる｡

また､第2面SX08や第3面SX12も方形で

ある｡これらに関 しても今後､科学分析を行い､

炉の性格を明らかにする必要がある｡

第 2節 出土遣物

(1)製錬関連土製晶

竹田地区を含め､今までの石見銀山遺跡での

調査において製錬関連土製品が出土 している｡

出土点数はかなりあるが､小片であったり､報

告されている点数は意外 と少ない｡(第33･34

図､表10)

形態 ･用途的に大 きく4種類に分け報告され

ている｡①羽口 (第33区11-9)､②板状土製

品 (第33図10-23･第34図3-9)､(参ルツボ

(第33図24-27)､④炉壁 (第34図 1-2)であ

る｡

羽口は吹子の送風管の先端に付 き､羽口先端

は炉内に置かれる｡石見銀山遺跡からは大きく

分けて断面円形の羽口と断面方形の羽口が出土

している｡さらに､断面方形の羽口は大小の大

きさがある｡断面方形のものは､全体に直方体

で､円形の通風穴が開いている｡先端に金属分

が残存する物がある｡完形はなく､すべて破損

している｡

石銀藤田地区SB05からは大小の羽口が出土
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第33図 石見銀山遺跡製錬関係土製晶実測図① (S-1/4)
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第34図 石見銀山遺跡製錬関係土製晶実測図(令(S-1/4)

しており､小は断面の厚さが最大で4.8cm､通風

穴の径が1.5cm前後を測る｡大は断面の厚さが

6.7cm､通風穴の径が1.8cmを測 り､吹子の木

呂竹との接合部分がほぼ完全に残る｡円形の羽

口は石銀藤田SBOlから出土 し､直径 5.5cm､

通風孔の径が1.3cnlを測る｡竹田地区から出土

した羽口は大型の断面方形の羽口のみであった｡

石見銀山の鉱山技術書や絵巻には断面方形の

直方体の羽口しか記載が無く､円形の羽口の用

途や使用上の差は不明であり､自然科学的調査

も今後必要である｡

羽口は送風装置の先端だけでなく､炉内の鉱

石の溶解とともに溶け出し､造淳剤としての役

割を果たす｡羽口の製作は専門職人によって行

6
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われ､江戸時代後期の技術書には羽口原料の粘

土は ｢荻峠｣周辺で採取されたと記載されてい

る｡(『山中家文書』)

板状土製品はほとんど破片で出土し､大小に

分けられる｡A禁則ま帽5cm､厚さ1.3cmを測り､

扇平で､方形を基本にしているが､角は丸みを

持つ｡断面は台形をし､ 幅が厚い方を下にする

とすわりがよい｡僅かに湾曲して内側は被熟し､

金属分が付着したもの､ガラス質になっている

個体がある｡B類は/J､さく､於紅ケ谷地区で出

土し､厚さ0.8cmを測り､形態はA煩に似る｡

これらの土製品は､用途は明確ではない｡し

かし､石見銀山の技術書 (『山中家文書』)や絵

巻の中に､炉の周辺に置かれた湾曲した板状の
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土製品が書かれ､｢火除ねことも言｣ と添え書

きされているものに該当すると一般的に考えら

れている｡今後､付着 している金属成分の科学

調査などの検討が必要である｡

ルツボは大別 して3種類ある｡A類は千畳敷

から出土 しており(24)､口縁部から休部にかけ

ての破片であり､器壁が薄 く､直線的に伸びる

ものである｡B禁則ま口緑部が内側に肥厚 し､器

壁は厚い (25､26)0 C類は口径に対 し器高さが

低 く単純な口縁部を持つもので､石銀藤田地区

や竹田地区の もので､ トリベの可能性 もある

(27)｡一部の個体には内面に金属分が付着 して

いる｡

炉壁については破片数が少なく現状では炉の

上部構造を復原するには至らない｡

- _ - :-
･~ t -:_･ ･∴

~-I :: ~_:- tt

E36口,囚8口,口.o

(2)計量器

石見銀山遺跡からは計量器と考えられる遺物 l

として､繭型分銅 6点､直方体の錘が10点､竿 8

1点出土 している｡(第35図)｡腐蝕が進んでい l

るが､現状での法量は表12である｡錘が11点と

多 く､藤田地区から8点 (錘 6点､分銅 2点)

出土 していることが注Ⅰ∃される｡竹田地区から

は錘の周辺から竿と考えられる棒状青銅製品が

出土 しているO全長は不明であるが､長さ12cm

で折れて､先端は平坦に加工され円形の穴が開

けられている｡断面形は円形である｡大阪府堺

環濠遺跡のSKT39SB301やSKT202の資

料に類似 し､天秤の竿の可能性がある｡石銀藤

田地区や竹田地区は遺構や遺物から採掘から製

錬作業まで一貫 して行われたと考えられ､これ

ら計量器は各地区で秤が使用されたことを示 し

ており､試吹きや灰吹き炉で得た銀の重量を測

定 したり､添加物を計測することに使用された

可能性がある｡使用方法の確認や成分分析や製

作技術の解明など今後の課題である｡

参考文献

岩田重雄 ｢堺環濠都市遺跡出土の計量器｣『堺市文

化財調査報告第51集』1990

宮口佐知子 ｢国内出土の権衡資料｣『大阪市文化財

一･一@ 第5章
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第35図 石見銀山遺跡計量関係遺物実測図 (S-1/2)

論集』1994

堺市教育委員会 『堺環濠都市追跡調査概要報告S

KT39地点』1991

堺市教育委員会 『堺市文化財調査報告第49集SK

T202地点』1989

松江市教育委員会 『史跡松江城上御殿跡発掘調査

報告書』1987

広瀬町教育委員会 ･富田川河床遺跡調査団 『富田

川河床遺跡発掘調査報告』1977

島根県教育委員会 『富EE日日河床遺跡発掘調査報告

書』1983

島根県教育委員会 ･大田市教育委員会 『石見銀山

遺跡発掘調査報告 Ⅰ』1999

(3)陶磁器からみた竹田地区の時期

日本製陶磁器 としては中世土師器､瀬戸美

濃､肥前系陶磁器､備前､石見焼が､輸入陶磁

器としては青花､白磁､青磁が確認される｡瀬

戸美濃は大窯 3後半から4前半と考えられる｡



志野は大阪城跡の調査結果によると豊臣後期

(1598-1615)から出現する｡備前措鉢 (129)

は斜め方向の擦 り目があり､近世 Ⅰ期 (16世紀

第 2四半期から17世紀第 1四半期)と思われ

る｡次に遺構面毎に見てみたい｡第 1面は肥前

系陶磁器が出土 しており肥前系陶器皿を見ると

胎土日より砂目の方が多い｡また､肥前系磁器

も出土しており､第 1面は肥前系磁器が出現し

た後の時代である｡実測はしていないが3Tか

らは1640年代の波佐見の青磁鉢や17世紀中頃か

ら後半の武雄周辺の刷毛目鉢が出土 している｡

3Tはやや新 しい様相があるが､この時期まで

竹田Ⅰ区は使用されていた｡

第2面は肥前系磁器は出土していない｡しか

し､肥前系陶器 (87)のように僅かに砂 目の灰

粕皿が出土 しており､17世紀前半と考えられる｡

第3面は調査区が狭いという課題があるが､肥

前系陶磁器は出土 していない｡青花の割合が増

える｡現状では16世紀末と考えておきたい｡第

4面に関しては出土陶磁器が2点と少なく､今

後の課題である｡

(4)竹田地区出土の陶磁器の様相 (表11)

今回出土した陶磁器は表探 した石見焼15点を
=1い

含め､1718点である｡

第 1遺構面では土師器45点､瀬戸美濃18点､

肥前系陶器580点､肥前系磁器 292点､備前31

点､信楽 5点､瓦質陶器 1点､青花131点､中

国製白磁 2点､中国製青磁 8点､褐粕陶器3点､

不明陶磁器53点である｡

第2遺構面では土師器22点､瀬戸美濃 7点､

肥前系陶器60点､備前 2点､青花19点､中国製

白磁 3点､中国製青磁 1点である｡

第 3遺構面では土師器 18点､瀬戸美濃2点､

瓦質陶器 1点､青花 8点､中国製白磁 1点であ

る｡第4遠構面では瀬戸美濃 1点､中国製青磁

1点である｡

石見焼及び不明陶器を除いた出土遺物の割合

は竹田地区全体では土師器 ･瓦質土器8.47%､

瀬戸美濃2.44%､備前 ･信楽2.98%､肥前系

陶器 52.16%､肥前系磁器18.71%､青花

13.53%､青花以外の輸入陶磁器1.71%であ

る｡詳細に見るとⅠ区第 1遺構面で､土師器 ･

瓦質土器4.11%､瀬戸美濃1.61%､備前 ･信

楽3.22%､肥前系陶器52.06%､肥前系磁器

26.12%､青花11.72%､青花以外の輸入陶磁

器1.16%､第 2遺構面では､土師器19.30%､

瀬戸美濃6.14%､備前 1.75%､肥前系陶器

52.63%､青花16.67%､青花以外の輸入陶磁

器 3.51%､第3遺構面で､土師器 ･瓦質土器

63.33%､瀬戸美濃6.67%､青花26.67%､青

花以外の輸入陶磁器3.33%である｡

Ⅲ区は瀬戸美濃6.98%､備前2.32%､肥前

系陶器41.86%､肥前系磁器11.63%､青花

27.91%､青花以外の輸入陶磁器9.3%､Ⅲ区

では土師器 ･瓦貿土器15.57%､瀬戸美濃2.7%､

備前 ･信楽2.99%､肥前系陶器58.68%､肥前

系磁器2.99%､青花15.57%､青花以外の輸入

陶磁器1.5%である｡(第11表)

石見銀山遺跡から出土する肥前系陶器は灰粕

が最も多い｡その他に鉄粕や肥前系陶器の初期

の段階に多いとされる藁灰粕の製品も少ないが
【注 7)

存在する｡今回､山瀬蕪のものや岸岳窯の製品
は_8)

を確認することができた｡ただし､出土した層

位は肥前系磁器を伴う遺構面である｡

第 1遺構面からは江戸時代初めの上野 ･高取

系陶器も出土しており､今後､肥前系陶器の流

通について検討することが可能になろう｡

(注6)1999年に出土した造物については一部しか整当主

が終了しておらず､出土総数は増える｡

(注 7)佐賀県有江川町立歴史民俗資料館村上仲之氏の御

教示による｡

(注8)佐賀県立九州陶磁文化鈍大橋康二氏の御教示に

よる｡

参考文献

藤樺良裕 ｢瀬戸美濃大窯の編年｣F瀬戸市史陶磁史

篇4』1993

森毅 ｢秀吉期城郭出土の土器 ･陶磁器｣『土器 ･陶

磁器からみた織豊期城郭』1999

乗岡実 ｢備前焼漕鉢の編年について｣『第3回近世

備前焼研究会資料』2000

目次謙一 ｢石見銀山遺跡の出土銭貨について｣『出

土銭貨』第15号 2001
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第 3節 竹田地区調査のまとめと課題

谷間に石垣を伴う平坦面が階段状に連なる景

観が多い石見銀山の中で､石銀藤田地区と竹田

地区は平坦面も広 く､開放感がある｡今までの

調査と同様､その開発が戦国期に遡る可能性が

指摘されていた｡平成11-13年度に実施した調

査は狭い範囲を対象にしたものであったが以下

のような成果を挙げることができた｡

【Ⅰ区】

調査は途中であるが､少なくとも4面の遺構

面を確認した｡南側の地山部分では遺構の重複

が激しく､どの遺構面に伴うか確定できなかっ

たが､北側の盛土部分では最上層の第 1遺構面

は17世紀中頃までの遺物が出現する｡被熱土壌

やその周辺からの発泡したカラミ､エリカス堆

積土坑､石鉢などを確認 した｡

第 2遺構面からはズリが堆積 した土坑や炉

跡､酸化マンガン鉱石､エリカス堆積土坑など

を確認した｡第2遺構面からは肥前系磁器は出

土しないが､肥前系陶器の湛縁皿が出土してお

り､17世紀前半ごろと思われる｡

第3遺構面はわずかな整地層を挟んで下層に

位置する｡方形炉跡を確認し､その周辺には炭

化物が多数散布 していた｡周囲からは先端に円

環をもつ断面方形の棒状鉄製品を始め多くの鉄

製品や無文銭が発見された｡棒状鉄製品は石銀

藤田地区の鉄鍋に伴う火箸と形状は類似する｡

第4遺構面もわずかな整地層を挟んでおり､

頻繁に盛土整地を行っている｡平成11年度の下

層確認 トレンチで発見された方形炉跡は骨片の

存在や科学分析の結果､灰吹炉の可能性が高

く､鉄鍋や絵巻や文献にある円形炉だけでなく

形態が発掘調査で発見されたことの意義は高い｡

方形炉でどのように灰吹きを行っていたかなど

新たな課題が出てきた｡第4面遺構面は肥前系

陶器を含まない時期であり､16世紀末以前と考

えられる｡

【Ⅱ区】

調査範囲が狭いが､第 1遺構面からは集石遺

構やピットが検出された｡出土した遺物から17

--⑳ 第5章

世紀中頃と考えられる｡第2遺構面からは満や

ピットが確認された｡第3遺構面は明瞭な遺構

が確認されず､遺構面として良いがI三り断できな

いが､検出面は堅く､今後の課題とする｡

【Ⅲ区】

第 1遺構面からは被熱土壌や炭化物散布､

満､ピット等が検出された｡遣物としても陶磁

器以外に羽口､カラミ､鉄製品があり､Ⅰ区同

様､製錬作業を行っていたことが分かった｡時

期は出土遺物から17世紀中頃であり､Ⅰ～Ⅲ区

までほぼ同時期に廃絶していることが糾明した｡

以上の調査結果を要約すると下記のとおりで

ある｡

(∋平坦面の土地利用の変遷が明らかになった｡

竹田地区は地山削平だけだなく､大規模な盛

土により平坦面を造りだしている｡ Ⅰ区の大造

成は2m以上の盛土を伴い､16世紀後半に行わ

れた｡大造成以外にも随時､小規模な盛土によ

る整地も行っていた｡Ⅱ区やⅢ区においても盛

土により遺構面は造られていたことが部分泊勺な

掘 り下げから推定される｡

②16世紀後半から17世紀中頃の製錬技術が明ら

かになった｡

石見銀山遺跡では発見例が少なかった方形炉

を確認し､科学調査との連携により､灰吹炉の

可能性が高いことがわかった｡また､製錬の過

程で使用する鉛や酸化マンガンなどが始めて確

認でき､物証として提示できた｡

③竹田地区の地形改変と画期が明らかになっ

た｡

竹田地区の調査区では17世紀中頃以降の遺物

は出土せず､急速に平坦面の使用がなくなった

と考えられる｡現在の竹田地区の景観 (平坦面

が多数存在する)は､17世紀中頃以前の景観が

良好に残っていることが分かった｡

今後の課題としては､今回明らかにし得なか

った､製錬の作業空間復元をはじめ､消費地と

しての遺物の検討､多数存在する竹田地区の平

坦面利用の実態などがある｡



表10 石見銀山遺跡製錬関連土製晶観察表

番 号 地 区 名 追 納 繭 等 柿l喜一番号 種 別 備 考

1 栃 "谷 Ⅲ区 S802からSDO3周辺 22-85 羽口

2 栃 谷 □区SB02からSDO4周辺 22-86 羽口

3 栃 Ⅰ】谷 Ⅲ区SB02からSDO5周辺 22-87 羽口

4 fJ'刀 SBO1.第 3追捕而 SXO7 39-6 羽口 16C末-17C初

5 藤 川 SBO5 65-17 羽口

6 破EEL SBO5.SXO2 65-16 羽口

7 於紅ケ谷 B3b 26-76 羽口 16C末-17C前半

8 千 数 SBO2.SXO1 29-13 羽口 17C絹 I..

9 千と敷 SB02.SXO1 29-12 羽口 17C り半

10 藤l11 SBO2 53-27 障壁 17C-18C前半

ll 藤E≡El SBO1.第 3逝構而SXO7 39-7 帳壁 16C末-17C初

12 確LiI 坑 口前 トレンチ 4卜18 -

13 藤EIl SBO6.SXO1周辺 66-12 rlI.!壁 17C り半

14 藤 E…EI SBO6.SXO1周辺 66-13 障壁 17C 汀半

15 藤L+I SBO8 70-21 - 17C後-18C

16 藤 EH SBO8 71-10 障壁 17C後-18C

17 藤田 SB10 75-17 l範壁 17C-18C前半

18 藤 EIl SB10 75-18 防壁 17C-18C前半

19 藤旧 SB10 75-19 I,'_q:壁 17C-18C前半

20 藤 E:EI SB10 75-20 障壁 17C-18C前半

21 於紅ケ谷 C2C 26-73 l埠壁 16C末-17C前半

22 於紅ケ谷 C3C 26-74 I範壁 16C末-17C前半

23 於 ケ谷 C2C 26-75 障壁 16C末-17C前半

24 千 敷 31-15 相対.i.5 17C lj半

25 千 敷 3ト16 紺桐 17C ll半

26 千 赦 31-17 抑制 17C り半

27 藤田 82-15 柑]l/lJ.5

1 栃州谷 上層製鉄逝構 27-133 依壁 (炉壁)

2 栃 令 Ⅲ区 SK02 27-13LI 節壁 (炉壁)

3 Il-Jl土谷 Ⅲ区 SXO4 39-1 炉壁 18世紀後半

4 l1土谷 Ⅲ区 SXO4 39-2 炉壁 18世紀後半

5 Ll二l土谷 u区 SXO4 39-3 炉壁 18世紀後半

6 lI1土谷 Ⅲ区 SXO4 39-∠l 炉壁 181g-紀後半

7 Ii土谷 Ⅲ区 SXO4 39-5 炉壁 18世紀後半

8 -1土谷 u区 SXO4 39-6 炉壁 18世紀後半

表11 竹田地区遺物集計表

杵 別 1区1両 l. 1区2両 % 1区3両 % 1区1̀両 % □ 区 % llt lT % ノくゝ き一一亡=l l %

土師器 ー瓦質土器 46 ∠1.ll 22 19.30 19 63.33 0 0 52 15.57 139 8.47

漸戸美膿 18 i.61 7 6.1∠l 2 6.67 150 3 6.98 9 2.70 40 2.4∠ー

巾前 .信楽 36 3.22 2 1.75 0 0 1 2.32 10 2.99 49 2.98

肥前系陶-3詩 582 52.06 60 52.63 0 0 ユ8 41.86 196 58.68 856 52,ユ6

I前系磁岩諒 292 26.12 0 0 0 5 ll.63 10 2.99 307 18.71

育花 131 ll.72 19 16,67 8 26.67 0 12 27.91 52 15.57 222 13.53

苛花以外 13 1.16 ∠I 3.5ユ 1 3.33 1 50 ∠l 9.30 5 1.50 28 i.71

小 計 1118 loo 114 100 30 100 2 100 43 100 33LI 100 1641 100

不明 .石見焼 70 0 0 0 1 6 77

第 5章 ⑳-



表12 石見銀山遺跡計量関係遺物観察表

節35凶番号 lLjJ.土 地 区 名 種 別 長 さ 幅 付 き 重 さ 備 考 文 献 挿図番号

1 藤田 分銅 1.2 1999 82-8

2 竹田 Ⅰ区 2両 分銅 1.3 0.2 1.1 本報告TLt

3 山吹城跡下屋敷5T 分銅 2.1 14 1999 13-3

LI 栃畑谷 I区 1T 分銅 1.35 0.9 1.32 2CKX) 9-23

5 藤田 分銅 2.2 40.LI8 ｢5匁｣ 1999 82-7

6 栃畑谷 口区 鍾 2.0 2.0 0.9 ll.37 2CKX) 21-84

7 藤EIl 鍾 2.35 1.1 1.1 22.92 ｢大｣､円形の刻印 1999 82-6

8 藤旧 錘 1.6 1.1 1.1 1999 82-5

9 藤皿 鍾 2.85 1.2 i.2 25.84 1999 82-Ll

10 富ノ前 2区 鍾 2.9 1.2 1.2 22.8 扇の刻印 未報告

ll 富ノ前 0区 錘 2.9 1.25 1.25 31 未報告

12 藤 仕l 紳 2.9 1.1 i.i 27.94 1999 82-2

13 藤Eil 錘 3.1 1.3 1.3 35.8 1999 82-3

1∠l 竹佳日 F.3T 排 3.2 1.3 1.3 38.9 本報告Tft=

15 藤任l 緋 3.1 1.3 1.3 40.LI8 1999 82-1

16 竹佳日 区3T 竿 12.0 本報告Ttt=

竹田1区 3T 分銅 1.4 0.8 6.2 本報告朽 節28凶191

富EI]川ir.f床追跡 錘 2.25 1.2 1.2 28.81 ｢慶長｣｢卯年｣｢雲｣ 1983 15-5

T,'Elヨ川河床追跡 帆 1977 12-4

法量は各報告書から転載

島根県教育委員会 ･大田市教育委員会 F石見銀山遺跡発掘調査概要10j2000

島根県教育委員会 ･大田市教育委員会 F石見銀山遺跡発掘調査報告』1999

島根県教育委員会 F富田川河床遺跡発掘調査報告書』1983

広瀬町教育委員会 ･富田川河床遺跡調査団 F富田川河床遺跡発掘調査報告j1977

松江市教育委員会 『史跡松江城上御殿跡発掘調査報告書』1989
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表
13

竹
田
地
区
石
造
物

≡
見
表

14 13 12 11 109 8 7 6 5 4 3 2 1 番挿号 図

4 1 7 6 3 11 13 2 5 8 1012 9 14 番 実号測

C C C C C C C C C C B B A A 盟式

塞礎 笠 笠 笠 笠 笠 相輪 相輸笠 相輪 相捕 那位

3 4 3 4 3 4 1 4 2 2 2 2 (2 2 規
3× 7) 8) 4× 6) 5) 4× 0) 4 1 0× 2× 5 6×

29 ×( ×/一･､ 24 ×( ×( 3 × 2× 5× 70(9 5) 87 模cm

5 15) 235ーヽ 5 235) 285ヽJ 65ヽJ 695) (65 (71 5 9) ×(855) 帽×高さ

〈 慶一 長六 七9 年〉 /＼I＼/ 寛永十午 午紀鶴

註@千蓋 離 ロ白 女 言草火 盲@千国翠刀く十午 銘文

左 正 右面 面 面

ーヽ 一ヽ . ＼ー■./中 此 在

福 福 福 福 福 福 福 福 福 福 オ 福 福 オ 備考

光 光 光 光 光 光 光 光 光 光 オ 光 光 オ

第5章 ⑳-

型
式
凡
例A

､
1
石
宝
匪
印
塔

B
､

一
石
五
輪
塔

c
t
組
合
せ
宝
医
印
塔




